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Ⅰ はじめに 
 
１．問題設定 
高齢期親子における「家」と「家族」と「個」の関係を「墓」を俎上にして探ったのが
本稿である。二度にわたる「継承者を必要としない墓」の調査から、あとを託せない人の
心境・環境に焦点をあて、「個々」にとっての墓の位置づけと墓のもつ意味を考察した。 
少子化、非婚・離婚などにより、墓の継承を次世代に託せない人たちはますます増えて
いる。ニーズを反映するかのように、継承者を必要としない様々な形態が登場している。
それらの墓から人はどのような形態を選ぶのか、置かれた環境や心境によって求める「墓」
は異なってくるであろう。 
「継承者を求めない墓」として、ことあるごとに例に出される代表的なものは、新潟市
妙光寺「安穏
あんのん
廟
びょう
」、京都市常寂光寺「志
し
縁
えん
廟
びょう
」、滋賀県比叡山大霊園「久遠
く お ん
墓
ぼ
」、東京都豊
島区巣鴨「もやいの碑
ひ
」といえるが、「もやいの碑」は、「志縁廟」を設立の参考としてい
る。よって、1997 年に調査した「安穏廟」と「志縁廟」を引き続き調査の対象とし、永代
供養の個人墓である「久遠墓」と、当時登場していなかった「樹木葬」を加えた。今回、
「一心寺
い っ し ん じ
」を対象から外したのは、開眼供養の年ではなく、大勢の人には出会えないと考
えたからである。 
現代において、墓は「先祖供養」の碑というより、「生きた証」や「死後の住処」へと
変容しつつある。では、その住処を「近代家族は一代限り」として、「墓も一代限り」とす
るのか。「個人化」が進展し、もはや「墓」は、先祖や家族とはいる時代を過ぎようとして
いるのか。今日における墓制観には、親と子、夫婦の生きてきた社会構造と通念の変化が
影響している。現在は「一人身」であっても、それぞれの「私」の背後には「家族」がい
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る。「墓」はそれぞれの「家族」と「個」のありようを映し出す鏡ではなかろうか。「墓」
から逆照射して、現代家族が抱える難題のひとつを解き明かす試みとしたい。 
 
２．「非継承墓」誕生と戦後家族の世代間関係 
 今日、墓を「先祖供養の塔」という認識で捉えている人は少ない。「先祖」といっても、
祖父母か曾祖父母までの自分が知っている「近い先祖」（１）である。「後継ぎを必要としない
墓」は、どのような時代背景のもとで成り立ち、発展していったのであろうか。 
私たちになじみのある「□□家之墓」「先祖代々之墓」は、「家墓」といい、明治時代末
期から大正時代にかけて一般的な墓制となったのだが、森謙二は、「家墓」は日本型の近代
家族を表しているという。次男や三男のように墓をもたない核家族化した人々は、田舎か
ら土を持ってきて、都市近郊に新たな「□□家之墓」の墓を建て、子どもが墓を継承する
ことを望んだ。当時の核家族は、家意識が希薄になってもなお、家の連続性を志向し、一
族の繋がりを求めていた。つまり、戦後の近代家族は、家的要素を残した核家族だった。
ところが、1990 年頃から、少子化、非婚化、高齢化などの影響によって後継ぎの確保が困
難となる。家族の連続性が維持できなくなり、祖先祭祀が失われて、墓の様相が大きく動
き出した。戦後の近代家族が持っていた「家」的要素が音を立てて崩れてきたのである[森
2009：55-56]」。 
なぜ、90 年代になって葬儀や祭祀に変化が現れてきたのかを出生コーホートからみてみ
よう。終戦時に青年期の人たち（コーホートⅡ）は、「家」制度の時代に生まれ育ち、戦後
の新民法と近代家族観のもとで生殖家族をもち、高度成長期のさなかに子どもたち（コー
ホートⅢ）を育ててきた。コーホートⅡには、二三男だけでなく、後継ぎである長男も産
業化にともなって都会へ進出したが、親世代（コーホートⅠ）は、故郷で暮らしている。
仮に、各世代が 25 歳で子どもをもったとすると、以下のようになる。  
 
            （Ⅰ）親世代  （Ⅱ）子世代   （Ⅲ）孫世代  
1945 年     50 歳      25 歳         ― 
（25 年後） 
1970 年    75 歳        55 歳        25 歳 
（25 年後） 
2005 年     100 歳           75 歳            50 歳  
 
核家族は、生まれた子どもが結婚して新しい家族をもてば夫婦だけとなる。片方が亡く
なれば「独居」となり、残された一人がなくなれば、家族はいなくなる。「近代家族」とは
一代限りで消滅する家族なのである。1970 年初、子世代は 50 歳半ばで、親は 70 代後半で
ある。当時は親が亡くなれば故郷の墓に埋葬することが多かった。そのためか、この時期
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は「お墓ブーム」ではなく、「仏壇ブーム」が起きている。90 年代になると、子世代も 70
代となり、自分たち夫婦の墓をどこにするのかを考えはじめる。長男の場合、先祖や親を
祀ってある故郷の墓を「無縁墓」にしたくなければ、自分たちもそこに眠るか、居住地の
近辺に自分たちの墓を建て、そこに遺骨を移すかである。ところが、彼らの子どもたちも
新たに核家族をつくり、中年となっている。墓を移動したところで、次世代においても「改
葬」問題が生じることになる。 
 
３.墓に関する呼称 
(１)継承者を必要としない墓 
 多くの研究者がいるなかで、長年にわたり葬送に関する調査をしている森謙二（法社会
学）、藤井正雄（宗教学）、井上治代（宗教社会学・家族社会学）、それぞれの見解を踏まえ
つつ、論を展開していきたい。「継承者を必要としない墓」は、どういう側面から見るかに
よって、さまざまな呼称に使い分けられるので、その説明からはじめるが、井上が分類し
た呼び方は以下の通りである[井上 2005：150]」。 
運営者が寺院の場合は「永代供養墓」、公営の墓地・霊園では、宗教儀礼に無関係でな 
ければならず、「供養」の語は使えないので「合葬式墓地」「合葬式納骨堂」などと呼ぶ。 
学術的な研究からは、法社会学の森謙二が新たな「総墓」の形態と位置づけ、「複数の 
家族あるいは血縁関係にない人々が一つの墳墓あるいは納骨堂を共有している墓制の形
態」と定義している。宗教学の藤井正雄は「合葬墓」の一形態に位置づけた。 
井上は、いずれも「継承を前提としない墓」ということが共通しているので、総称して
「非継承墓」と呼んでいる。祭祀面では「合祀墓」を採用しているが、「継承を前提とし
ない墓、継承者を必要としない墓」として、「脱継承墓」とも表記する。 
一般向けの本では「永代供養墓」という表現が多いのだが、井上は、「永代供養墓」と
いう言葉を「使いたがらない」理由を、「子孫のいない人になり代わって墓の運営者側が「永
代供養します」という意思表示をもっている言葉で…そこには、「跡が絶えて無縁になった
可哀想な人たちを措置する墓」といったマイナスイのメージがつきまとっている」とする
[井上 2000：137]。 
形態面から捉えると、「複数の家族あるいは血縁関係にない人たちが集まって、墓を共
有している」という意味で「合同墓」「共同墓」「集合墓」「総墓」「合葬墓」と表現される。 
  1990 年代後半に福岡市の市立霊園を調査した井上は、そこで見出した「一つの墓所を複
数の家族が使用している、あるいは一つの墓所に複数の家族の故人が祀られている墓を
「複数家族墓」」、そのなかで、「二家族が一墓所ないし一石碑に刻まれている墓を「両家
墓」と呼んだ［井上 2003：125,2005：108］。少子化の進行によって「両家墓」が増える傾
向にあると思われたが、その後の調査において、複数家族墓が「増えている事実は確認さ
れていない」とのことである。井上は、1990 年代に出現した「散骨」や「樹木葬」などの
120 
「自然葬」を選択する人が出てきたことと関係があるとみている［2003：123,2005：108］。 
一般の「家墓」においても、「個人墓」や「夫婦墓」はある。例えば、東京都三鷹市禅
林寺には、森鴎外の墓が本名「森林太郎」の名で建てられている。広い墓所をもつ「家」
では、代々の石碑を夫婦の実名ないし戒名で祀ったりする。出自を明確にする理由からか
妻方の家格を誇ってのことか、妻が実家姓で夫と名を連ねた石碑も見受けられる。 
本稿では、以下、「継承者のいない永代供養形態の個人の墓」を「個人墓」と称す。「継
承者を必要としない墓」は、「葬る」と「祀る」、両方の意味と機能を併せて「合葬/合祀墓」
と表記し、文脈における特別な意図がある場合のみ「非継承墓」を採用する。 
 
(２)自然葬 
「自然葬」という言葉は、『広辞苑』では、1998 年改訂の第五版から収録され「風葬、
散骨など死者の遺骨が自然に回帰するような葬り方」とある。「葬送の自由をすすめる会」
の西俣総平によれば、「自然葬」という言葉は、会長の安田睦彦が「新しく創った単語」で
あるが、「散灰」と呼ぶのが正確であるという。というのは、日本では、「散骨」は永らく
刑法 190 条と墓地埋葬法 4 条に抵触すると考えられてきた。1991 年 10 月、この会が行っ
た「自然葬」が問題となったとき、「骨」ではなく「灰」ならば、法務省は刑法 190 条に、
厚生省は墓地埋葬法 4 条に「抵触しない」との見解を示したからである。海外における「散
灰」は、インドのネール首相、ライシャワー元駐日大使、俳優ジャン・ギャバン、オペラ
歌手マリア・カラスなどが有名である。日本では、この会の顧問だった俳優の沢村貞子さ
ん、会員だった鶴見和子さんなどがいる[西俣 2009：37]。 
 「樹木葬」は、1999 年、岩手県一関市祥雲寺（現在、祥雲寺別院知勝院の運営なる）の
千坂嵃
げん
峰
ぽう
住職が、この呼び名の墓地を開設したことから広まった。「樹木葬」は、「自然を
志向して墓所に外柵や墓石を設けず、遺骨を土中に埋めて樹木を墓標とする葬法」である。
井上は、「「散骨」が「墓」をつくらず、墓地以外に埋めていけないと規定する「墓地、埋
葬等に関する法律」の範疇外で行われているのに対して、「樹木葬」は、同法上、墓地とし
て許可を受けた区域に「樹木葬」という形式の墓」で、「法の内」にあることを強調する[井
上 2005：98]。 
 
４．葬送における新しい傾向 
井上は、1990 年以降の新しい傾向を「脱継承」「双方化」「自然志向」「個人化」とする[井
上 2005：8-10]。「脱継承」とは、具体的には永代供養墓、合葬墓などと呼ばれる継承を前
提としない「非継承墓」の出現をさす。「双方化」（２）とは、少子高齢社会になって夫も妻も
双方が墓や仏壇の継承者というケースが増え、夫方妻方の双方を一緒に祀る両家墓の増加
をさす。「自然志向」とは、工業化社会が残した環境問題や、業者主導の葬送儀礼への反
発から散骨や樹木葬といった墓石を立てずに自然に還る葬法の登場をさす。「個人化」と
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は、核家族が一代限りであればこそ、自分がどう生きて、どうその生を閉じるかに関心が
移行し、自分で用意する生前墓やオリジナル・デザインの墓石なども増えてきた状況をい
う「井上 2009：93」。 
継承者を必要としない「合葬/合祀墓」を井上は、「永続性を重視してきた「家」からの
脱却（「脱家」）である」とする。「親から子へと世代的に継承してきた墓の「脱継承化」を
具体的にどのように実現化したかというと、共同化（家単位ではなく、皆で入り守ってい
く）、継承制はとるが期限を切る有期限化、脱墓石化（墓石を建てず自然に還る葬法は、
世代間の継承を必要としない）といった形になっている」として、「代替システム」が登
場したとみている［井上 2000:111］。これは、森が新しい墓や葬送システムのキーワード
としてあげる「有期限化」、「共同化」、「脱墓石化」[森 2000ｂ：6]と一致する。 
 
５. 調査への視点 
（１）対象 
「合葬/合祀墓」や「個人墓」を求める人とは、何らかの事情により、生家や婚家の墓に
はいれない人や後継ぎのいない人/欲しない人と考えると、以下に大別できる。 
 
属性①…シングル（独身、子どもをもたずに離婚した人、寡婦/寡夫） 
属性②…子どものいない夫婦 
属性③…子どもが女子だけで、他家に嫁がせた親 
属性④…子どもに男子がいても、継承を望まない親 
 
属性①と②、そして属性③の場合も、「家」の墓にはいることを「墓守」の立場にある
「長男」ないし「跡取り」が認めれば、あえて自分の墓を求める必要はないのだが、生涯
独身だったり離婚して実家に戻って来たりした場合、「家」の墓にはいるのを受け入れても
らえない人もいる。法的には、六親等まではいれるのだが、長男も、二三男自身も「家」
の墓にははいれないと思い込んでいる人たちが多い。二三男のなかには、それを知ってい
ても、兄の管理する墓にはいるのを好まないという人もいる。属性④は、「家」制度の存在
した時代には考えにくいことであった。属性①～④、それぞれの置かれた立場と環境・心
境で、墓を求める意味は異なってくると想定される。 
 
（２）調査のポイント 
それぞれに事情や思いはあるにせよ、系譜の連続線を「下」に降ろせない人たちである。
自分の生を「点」と捉えている、あるいは捉えざるをえないのか。生前に墓を手配するの
は「死後の住処」を確保したいのか「生きた証」を残したいのか。両者には微妙な差異が
あるのではなかろうか。求める人の心理的側面に注意を払いながら観察を試みる。 
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 ・ どんな言葉に心境や環境が滲み出てくるのか 
・  「墓」選択の基準となるものは何か 
・  それぞれの「墓」のもつ位置取りと意味 
 
Ⅱ 1997 年調査    
 
本節Ⅰは、1997 年、筆者がフリーのライターとして人生の閉じ方に関心を持ち始めた頃
に書いたものである。当初は蘊蓄とハウツウの本として出版をすすめていたのだが、なぜ
お墓が問題になりはじめているのか、現代家族が抱える「世代の問題」として、もっと掘
り下げてみたいと思うようになり、企画が通ったにもかかわらず、自らそれを取り下げた。
したがって、未発表の文章である。今回読み返して、匿名の語り手が漏らした言葉には、
今日の研究の端緒となるキーワードが随所にみられるため、「エッセイ」として、当時のま
まの文章で掲載することとした。 
＊ 
 
１．一心寺
いっしんじ
「骨仏
こつぼとけ
」 （1997 年 4 月 20 日調査） 
 
・場所…大阪市天王寺区逢阪 2 丁目 8-69 
・特徴…10 年間に納められた遺骨をひとまとめにして阿弥陀如来像を造立。 
・冥加料…小（小骨・分骨用―1 万円、1.5 万円、 2 万円）、大（胴骨・全骨―1.5 万円、 
2 万円、3 万円）。納骨には、遺骨のほかに火葬許可（証明）証（原本）、墓出し
の場合は、改葬許可証が必要。 
 
10 年に一度の開眼供養に集まった人々 
  大阪にある「一心寺」は納骨寺として関西では庶民に人気のお寺である。嘉永四年（1851）
から納骨された白骨を集めた仏像「骨仏」が作られている。墓はいらない、でも、生きた
証を何らかのかたちで残したい、そういう人にぴったりの納骨法である。子孫も気軽にお
参りでき、しかも「仏」と姿を化している。父や母の遺骨が一部に塗り込められているの
だから、「そこに居る」という気分が自然にわき起こってくるだろう。これこそが現代の
「墓」ではないかと思った。 
  「骨仏」は 10 年に一度作られ、今年がその 10 年目にあたり、4 月 17 日から 21 日に十
二体目の骨仏の開眼供養が行なわれる。どんな人たちがどんな思いで集まるのか。一番人
出があると思われる日曜日に訪れた。 
  「一心寺」は市の中心部、地下鉄四天王寺駅のすぐ近くにある。駅を出ると、道路沿い
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に一心寺の道順を示す案内旗がはためき、すでに供養を終えた人が寺の名を書いた袋を下
げて戻って来る。近付くにつれて人波が増え、寺の周囲は受付を待つ人が寺を一回りする
ほど連なっている。考えてみれば、十五万体のお骨の家族がお参りに来るのだからその数
は大変なものになる。 
  ようやく境内にはいると、御堂の中央に新しい仏像が安置されている。まさしく骨仏、
「白骨」そのものの色だった。活字で「骨仏」の存在を知ったとき、「白骨」で作るのだか
ら、白い仏像をイメ－ジしていたが、しかし、背後の数体の仏像は、骨で作られたと聞か
されなければわからない「褐色」の仏像であった。 
僧侶にきいてみると、仏像の姿はお参りに来る   
人々のお線香でだんだん黒ずんで来るのだそう 
である。10 年前、20 年前の仏像と比較してみる 
と年代の古い仏像ほど、その祈りの数ほどに黒 
みが強い。これまでに十一体作られたが、戦災 
で焼失したため、現在は六体の仏像が安置され 
ている。新しい仏像は、昭和 62 年（1987）から 
平成 8 年（1996）までの十五万人のお骨によっ 
て作られた。この仏像の「骨」たちは、かつて 
ない激動の時代、戦前戦後をくぐり抜け、ひた 
すら猛烈に働き、日本の高度成長を支えた担い          骨仏 
手たちである。                     
  一心寺の「骨仏」は都会ならではの「墓」である。ここにお骨を納めたい、祀られたい
とする人々は、故里を離れて数十年、この地周辺に住み、ここで長く祀られたいと願う人々
である。家族や縁者だけではなく、大勢の人にお参りに来てもらえることを「骨仏」もそ
れを納めた家族も願っている。 
  その日は開眼供養とあって、いわばお祭りである。境内は明るい雰囲気で、家族とおし
ゃべりをしながら、長い列を苛立つでもなく穏やかに待っている。なかには、家族を失っ
て間がないのか黒服の人たちもいるのだが、それが目立つほど軽装の人々が多い。お参り
を終えた人々は境内で三々五々腰をおろして休息をとっている。ここでは一人で来た人の
ほうが少ない。私はその人たちの何人かに声をかけてみた。 
 
どんな人生の人が供養されているのか   
  賑やかな休憩所のなかで、60 代後半と思える男性がひっそりと座っているので、私はぶ
しつけながら、「どなたのお骨を納められたのですか」ときいてみた。その人は、「父親の
骨だ」と答えてくれた。昭和 63 年に父親が亡くなったとき、彼は「蒸発」をしていた。そ
の後、風のたよりに父の遺骨が一心寺に納められたことを知った。「これが父の骨で作られ
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た仏様か」。仏像を見たときには懐かしさで胸がいっぱいだったという。彼は休憩所にいれ
ば兄弟と遭遇することができるかもしれないと長い間座り続けている。 
  80 代のあるご婦人は、義理の弟の遺骨を納めたという。生涯を独身で過ごし、68 歳で他
界したが、末期の世話は彼女がしたそうな。でも、「家」の墓に入れて祀ってやることはで
きないのでこの寺に納めたという。兄に当たるご主人は足が悪くてここまで来られない。
彼女がご主人の代参もこめて一人でやって来た。この人も杖を突きながらの参詣である。 
  休憩所には湯茶設備がないので、山門前のしゃれた喫茶店でくつろぐこととした。ここ
は境内の休憩所とはまた雰囲気が違う。混雑のため、みんなが大きな声で話すので、隣や
向かいの席の会話が聞こえてくる。 恋人と思われる男性と一緒の若い女性は、父親の遺骨
を納めたらしい。テ－ブルの下ではヒ－ルを脱いで足を擦りながら「長い時間つきあわせ
てごめん。なんや、えんえんと並んでお線香あげるだけやんか。あんな供養とは思わなか
ったんねん」と詑びをいれている。恋人は「これで、気持がすっきりしたんだから、いい
やんか」と慰めている。   
  相席になった人との会話も弾む。“休日の家族サ－ビス”といった風の男性は、父も母も
そのまた親も、妻の家族も親戚もこの寺に納骨しているので、自分もここに納まることに
なると思うが、みんながしているので「そういうもんだ」と思って、「なぜ、自分が骨仏に」
などと考えたことがないという。 
  臨席では、70 代の母、40 代の娘、ともにファッショナブルな装いの親子がお抹茶を飲ん
でいる。母親に話を聞いてみると、夫の納骨は締め切り直前で、運よく今回の仏像に間に
合ったそうだ。「私が元気なうちに仏さんになって拝みに来ることができるのでうれしい
けど、一緒の仏になれないのが残念。納骨をずらして次の回にしてたら、多分私も一緒や。
早まったかいな。娘だってひとつの仏像に『お父ちゃん、お母ちゃんがいる』と思ったほ
うがいいのにね」と笑っている。娘は、自分たちが「お墓がない」と思われては心外なの
か、「この寺は、お墓がないのでお骨を全部納めるという人もいるけど、お墓があっても大
阪から遠いので、分骨する人も多いのよ」との説明があった。郷里のお墓が遠い場合、「胴
骨」は郷里の実家の墓に、「喉仏」は大阪一心寺にという次第だ。「死んだ父の郷里は四国
のド田舎なのよ」と補足した。 
 
老婦人が語る心の襞 
 再び 境内に戻ると、ベンチに座っている 70 代ぐらいの女性二人の一人と目が会い、微笑
みかけてくれたので、隣に座らせてもらった。二人は私が身内の参拝にきたと思ったらし
く、自然に話が始まった。 A さんと B さんは義理の姉妹。A さんの兄が B さんの夫であ
る。新しい仏像には、生涯独身で癌で亡くなった B さんの実の妹の骨が納められている。
B さんは久し振りに妹に会ったようで、懐かしい思いでいっぱい。「仏様になって還ってき
たようなうれしさ」という。A さんも B さんも既婚女性だが子どもがなく、Ａさんはこの
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寺にはいるという。彼女は戦争未亡人になり、その後再婚。しかし子どもには恵まれなか
ったので、夫の「家」の墓にはいるよりも「この寺で仏になりたい」のだという。 
  B さんの妹は弟の子どもをかわいがっていたのだが、弟から「俺の墓にはいる気で、葬
式出して貰う気で、息子をかわいがっているんじゃないだろうね」と言われてショックを
受けた。他家に嫁いだＡさんが簡素ながら葬式を出し、遺骨を一心寺に納めたのだった。
「男の兄弟は冷たい」と言い切る B さん。二人は本当の姉妹のようで、義理の間とは思え
ぬほど仲睦まじい。   
  私は、一心寺の「骨仏」は身寄りのない人の「墓」かと思っていたのに、「家族連れがほ
とんどで、みんな明るいのでびっくりした」と二人に話すと、A さんは、「身寄りがないの、
私たちぐらいよ」と笑いながら、この寺にはいる人は「身内のいる人」だという。お墓が
ない、お墓が遠い、それぞれ理由はあっても、納骨してもらえる関係の身内がいる。だか
らこうやってお参りにくるのだと。 実家と縁の薄れた A さんは、「子どもがいないという
ことは、後で供養してくれる人がいないということだから、同じような身の上の人たちが
供養してくれる、別な所にはいることに決めている」と言う。そこはどこかと尋ねると、
京都の「常寂光寺」だった。私もこの寺の名は「女の碑」があるということで知っていた。
A さんは、「身内や知りあいにお参りに来てもらえないのは祀られないのと同じで寂しい」
という。一心寺の骨仏は身内がいない人でも誰かが“お参り”に来てくれる。それを有難
いと思う人もいるだろう。でも、それは「供養」はない。その人のためにお参りしてこそ
供養。自分一人のためでなく、“みんなの一人”でいいから、知っている人が供養してくれ
るお墓がいいのだという。「女の碑」も「骨仏」もどちらも永代供養の「みんなの墓」とい
う点で共通性があると考えていた。私はこれからのお墓の形式として、どちらにも関心を
もっていたのだが、A さんは一心寺の身内のお参りを「供養」と捉え、それで「祭祀」が
行なわれたと考えている。死に逝く側の心理にたって、その違いを測っている。私には思
い至らぬことだった。ぜひとも常寂光寺を訪れなくては。私は二人と別れてから京都嵯峨
野に足を向けた。 
 
２.常
じょう
寂光寺
じゃっこうじ
「志
し
縁
えん
廟
びょう
」（1997 年 4 月 20 日調査） 
 
・場所…京都市右京区嵯峨野小倉山小倉町３  
・特徴…36 平方メートルの納骨堂。瓦葺き檜材の寄せ棟造り納骨堂の地下に、直径 30 セ 
ンチ、深さ 2 メートルの井戸状の納骨所が 5 ヵ所ある。「女の碑の会」の納骨所は、 
一人ひとり骨壺に入れた納め方ではなく、井戸に落とす方式。 
・永代供養料 70,000 円、施設維持基金 30,000 円、位牌代金 15,750 円 
※定員を超え、現在募集はしていない。 
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「女の碑」を支援する住職の願い 
  嵯峨野小倉山にある常寂光寺境内の「志縁廟」には、「女の碑」の共同納骨堂がある。住
職の長尾憲彰師は私が突然訪ねたにもかかわらず、快く案内してくださった。 
「女の碑の会」は、独身婦人連盟の谷嘉代子さんが中心になって作った、戦争によって
結婚の機会を失った身寄りのない女性の心の寄りどころである。同じ時代に同じような人
生を送った女性たちが、人生の終盤でお墓の心配をしなくてすむようにとの思いから建立
された。この会に集まる女性たちは配偶者に恵まれなかっただけでなく、年老いた両親の
世話をし、自らの手で送り出しながら、自分を送ってくれる身内がいない人たち。懸命に
自立の道を歩んできたのに、孤独に死ぬ。それも施設などで他人のお世話になって。そう
いう境涯の人が多いのである。  
  境内の一隅には、参議院議員・故市川房江さんの手による「女ひとり生き  ここに平和
を願う」と刻まれた碑が「志縁廟」を眺めるような位置に目立たずひっそりと佇んでいる。 
 この碑は記念碑で、納骨はできない。「女の碑の 
会」は、この碑の想いを原点に、自分たちの遺骨を  
納める場所として納骨堂の建立に力を注いだ。 
 御堂は 36 平米の総檜造りで屋根には金色の塔が 
たった美しい建物である。長尾住職は身寄りのな 
い人の共同納骨堂だから惨めな感じを起こさせな 
い、個人では建てられないような立派な御堂にし 
たかったという。総工費は約 4 千万円。当時（1987） 
としては大変な額だが、住職は檀家と話し合い、「女 
の碑」の会員はカンパを募るために奔走した。納骨 
の費用は永代供養と管理経費を含めて 10 万円ほど   
で、金儲けの額ではない。住職はこのような共同納      「志縁廟」全景 
骨堂が日本中できることを望んでいるのだが、全国 
から常寂光寺に見学に来る住職たちは納骨費用をきいて、「これでは商売にならない」とい
って帰っていくそうである。だが、魚心に水心あり。生前に予約された方が多額の寄付を
銀行振込で送ってくるなど、思わぬところから浄財が送られてくる。住職は、こちらがき
れいな気持でいれば、きれいな心が還って来ることを学ばせられたという。 
  「志縁廟」の地下には約二千柱を納められる井戸があり、「女の碑の会」専用とその他に
分かれている。会員は申し込んだときから「納骨会員」として顔見知りになり、なかには
親戚以上の親しい仲になる人もいる。遺骨は当人の親族または友人・知人が納骨会員の会
員証を持参したときに納骨される。毎年一回法要を行ない、その年に亡くなった人の名が
名簿に記載される仕組みになっている。 
  住職の見解では、このような碑が求められる背景には戦後の民法改正との関わりが深い。
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財産分与がきょうだい平等になって、遺産を分けてもらった娘としては、長男である兄や
弟の世話になりづらい。「家」意識の強い家では独身は“厄介者”である。加えて、最近は
バブルの影響も大きい。土地の高騰から墓地も墓石もとんでもない値段に暴騰した。住職
は常寂光寺を観光寺院として「古い博物館」にするのではなく、社会的に意味のある寺で
ありたいとの思いから「女の碑」を支援している。 
「女の碑」は、当初は天涯孤独な女性の死後の自立と魂の平安を願うものとして作られ
た。ところが、この碑の存在が人々の知られるところとなると、兄弟がいても実家の墓に
はいれない未婚女性やいわゆる“出戻り”の人、婚家先にはいれない“未亡人”から入会
したいとの申込みがあり、対象を「子どものいない女性」に広げることになった。今では、
30 代、40 代という年齢で入会する人もいる。シングル女性でマンションを買う人が増えて
きているが、お墓の準備もしておきたいと思うのは当然である。「女三界に家なし」の時代
は終りつつある。   
 
井戸の周囲に並ぶ「赤い文字」 
  御堂の階段を降りて、地下の井戸を見せていただいた。花崗岩の重たい蓋を開けると暗
闇の底に白い骨片が見える。「死んだらみんな一所よね」と、会員たちの声が聞こえるよう
である。壁面の三方は位牌の設置場所になっており、小さな位牌がずらりと並んでいる。
ほとんどは俗名で、8 割以上の名前が赤い文字、つまり、存命の方たちである。なかには
どこの国の方か、カタカナ名の位牌もあった。現在物故会員約 100 名、生前予約の方が 600
名。これだけ赤い位牌が並んでいると、「みんなではいる、孤独じゃないんだ」と心強い気
分になる。住職ご自身が驚いておられるのだが、ここ数年間に二、三の新聞やテレビで取
り上げられただけなのに、問い合わせが絶えることがない。もっとも、嵯峨野の美しい自
然に抱かれたこの寺だから申込み者もいるわけで、常寂光寺は歴史があって、庭のたたず
まいも清楚にして気品があり、骨を埋めるには理想の地である。一心寺で会った老婦人に
「いつどこで、この碑の存在を知ったのですか」と尋ねたのだが、「あんたは関東のお人や
さかいに。みんな知ってるがな」といわれてしまった。独身女性は老いても必要な情報に
対してはアンテナが鋭いのか、私がそのような墓に関心がなかったからなのか。 
  「独身の男性ははいれないのですか？」と住職にきいてみたところ、「志縁廟」の納骨井
戸のうち二つは子どものいない夫婦や独身男性もはいることができるとのこと。これまで
に、奥さん主導のかたちで夫婦の遺骨は納めたことがあるそうだ。ここにも変わりゆく家
族意識のありようが見られる。心身に障害のある姉妹の世話をして生涯独身だった男性か
らいれてほしいとの要請もあったが、いまだに独身男性の申込みはない。「あまりにも「女
の碑」として有名になってしまったからでしょう」と住職はおっしゃるのだが、私は独身
男性の末期が気になってしまった。 女性たちは一人身でいると身内や世間からあれこれ陰
口をたたかれ、「女三界に家なし」と言われ続けてきた。だから、「死後の住処」への執着
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は男性よりも強い。心ならずもとか、気がつけば独身という男性がお墓の用意をしている
とは思えない。私には「男三界に家なし」になる時代がやってきそうな悪い予感がする。 
  ここにお骨が納まるまでにはさまざまなドラマがある。遺骨を御堂の前で奪い合う光景
もあったと聞く。故人は「女の碑」にはいることを望みながら、骨壷のある人が遺産の相
続権があると思っての身内の争いらしい。「身寄りがない人＝貧しい人」というのはステレ
オタイプの見方で、お金持ちもいるのである。生前に契約していた弁護士が納骨に来たこ
ともあった。血筋よりも契約のほうが信じられるというわけか。家族意識は確実に変化し
ている。 
  では、身内を頼れない人が遠隔地の施設で亡くなったとき、誰が遺骨を引き取りに行く
のだろうか。さすが、この会ではそのような事態にも応じられるシステムが確立されてい
る。生前に実費に相当する額を払い込んでおけば「志縁便」なる宅配便を利用でき、旅費
宿泊費を前納しておけば会員が遺骨を引き取りにきてくれる。ある女性は二人分のグリ－
ン車の金額を送ってきた。自分の遺骨を網棚に置かずに窓際の席に置いてほしいからだと
いう。無縁になる人ほど、世話になる人への配慮と自分の思いを遂げることを細かなとこ
ろまで考えている。「志縁廟」はまさしく志の縁。潔く爽やかに生きた人たちのお墓である。   
   
３. 妙光寺
みょうこうじ
「安穏
あんのん
廟
びょう
」（1997 年 8 月 23 日～24 日調査） 
 
・場所…新潟市西蒲区角田浜 1056（西蒲原郡巻町から地名変更） 
・形態…直径 20 メートルの八角形古墳型墓地で、中央に石碑「多宝塔」が立つ塚の下は 
芝とこぐま笹で覆われており、外壁が個人の「墓」となる。1 区画ごとにカロート（納 
骨室）と御影石の墓碑があり、墓碑の記銘は自由。 
・永代使用料…75 万円。墓碑の文字刻は実費。管理料 3500 円。 
 
 
「安穏廟」創設の経緯        
  あとを託す人がいない人たちは都会のほうが多いので、「合祀/合葬墓」は都会だから成 
り立つと思っていたが、共同墓の先駆け的存在ともいわれる「安穏廟」は新潟県にある。     
しかも、原発反対の住民投票で話題になった巻町・角田山のふもとである。 
「妙光寺」が管理する「安穏廟」は、直径 20 メ－トルの八角形古墳状の塚で、中央に「多
宝塔」が建ち、塚の周囲は二段組みで計 108 基の御影石の墓碑が取り囲んでおり、墓碑の
内側に納骨できる仕組みになっている。無縁になってからも 17 年間は供養され、その後は
「多宝塔」の下にある納骨堂に合祀される。一区画 75 万円。平成元年（1989）に第１基が
作られたときは１基が埋まるには 10 年かかるだろうと考えられていた。だが、予想以上に 
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申込者が多く、第３基を計画中である。 
200 名を超える会員の 6 割は新潟県外に 
住む人々で、地域は日本全国にまたがり、 
そのほとんどがこの町に縁故のない人たち 
だというから驚きである。 
「安穏廟」の創始者である小川英爾住職 
によれば、もはや、お墓は血筋のみで守っ 
ていくことが無理な時代という。住職自身 
もお子さんが女の子ばかりで、血縁による         「安穏廟」前の集い  
墓の継承の難しさを痛感している（３）。 
「家」の墓の存続がままならないとすれば、檀家制度に依存している現在の寺のあり様も
変えていかねばならない。そこで、”寺おこし”を通して”地域おこし”を提唱。地方と都
市、地元とお寺、会員（墓の購入者）同志の交流の機会を〈フェスティバル〉というかた
ちで毎年実践している。会員でなくても参加できるときいたので、1 泊 2 日の催しに参加
することにした。           
 
「仏縁」による出会い 
  〈フェスティバル安穏〉は毎年 8 月の終わりに開催される。上越新幹線で新潟から越後
線に乗り換えて 30 分。越後曽根駅には迎えのバスが待っており、私は 60 代後半と思われ
る女性の隣に座ることとなった。その方は、新潟市内に住む C さんで、2 年前にご主人を
亡くし、すでに「安穏廟」に遺骨を祀っている。「知人のなかには、お墓が安穏廟だという
と、『子どもさんがいるのに、どうしてそんなところに』と哀れんだり不思議がる人もいる
けれど、私はここでいいと思っているの。娘は嫁いで、息子が横浜に住んでいるのだけれ
ど、息子の人生を縛りたくないから。主人と私は安穏廟の趣旨が気に入ったからここには
いる。息子たちも一緒にはいりたければそれはそれでかまわないし、横浜に自分たちの墓
を建てたければ勝手に建てなさいと言っているの」。その人は私に「お父さんのお墓のこと
が出てるよ」と息子が送ってくれた朝日新聞のコピ－を見せてくれた。「安穏廟」の墓碑銘
はそれぞれの人生を思わせる言葉が刻まれており、記者が印象に残った言葉が紹介されて
いる。C さんのご主人のお墓の銘は「行路（仮称）」。それも生前に二人で決め、ご主人の
筆跡をそのままかたどっている。 
  フェスティバルは毎年著名人を招いての講演から始まる。今年は映画芸術監督の木村威
夫氏で演題は「仏縁」であった。 日暮れになると安穏廟を囲んで法会が行なわれた。その
席で私は 60 代後半の女性 D さんと隣り合わせになった。この方もまた新潟市内の人だっ
た。ご主人は健在、30 代半ばの息子さんが二人いるのだが、ともに独身でこの先結婚しそ
うもなく、後継ぎの心配をしなくて住む「安穏廟」を選んだのだという。「安穏廟」の存在
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は『新潟日報』の記事で知った。フェスティバルへの参加は今回が初めてで、ご主人は死
後のことをあまり考えたくないというので一人で参加した。生前に少しでも多くの人と知
り合いになりたいと思いきってやって来たと、遠慮がちに話しかけてくる。私は、あまり
社交的と思えない D さんに対して、東京から調査にやって来て、ここにはいる気のない私
としか知りえなかったら申し訳ないという気持になった。そういえば、バスで乗り合わせ
たCさんも新潟市内の人であった。「行路」という墓碑銘の所に行けばまた会えるだろう。
私は D さんをそれとなく C さんのお墓に誘導した。C さんは私を見て「うちのお墓を見に
来てくれたのですね」と顔をほころばせた。その直後「D さん、D さんでしょ！」と大声
をあげた。何と、C さんと D さんは 30 年前に同じアパ－トの 1 階と 2 階に住んでいたの
だった。その二人がまた２基ある安穏廟の同じ塔、しかもアパ－トと同じ上と下なのだ。
これを「仏縁」と言わずして何と言おう。私はこの出会いに介在して、つい先ほどまで信
じなかった「仏縁」による出会いを信じざるをえなかった。「私たち、あの世にいってもま
た一緒ね」、C さんと D さんは抱き合わんばかりに手を取り合って喜んでいる。 
  懇親会の席で、D さんは「安穏廟」を買ってはみたものの、それでよかったのかどうか
不安になることもあったが、「これで気持の整理がついた」と語ってくれた。D さんは、
かつて新潟市営霊園の抽選に当たったのだが、それを降りてしまったことがある。市営墓
地は後継ぎがなく無縁になると撤収されてしまう。息子たちの将来も決まらぬうちにお墓
を買ったことで彼らの人生を拘束させたくないという思いがあった。また、隣同志が誰か
も知らずに抽選ではいるのも公団住宅に入居するようで抵抗があった。そのことを後々ま
で夫から非難され、それ以来、自分たちの墓はどうあるべきか、新聞記事などを丹念に集
めて研究してきたのであった。 
 
二人の妻への配慮から苦悩する高齢男性 
  懇親会は地ビ－ルを製造する直営レストランを貸し切って和やかに行なわれた。私は C
さん D さんと、80 代の男性 E さんのいるテ－ブルについた。E さんは妻を病で亡くした
あと 60 歳で再婚した。二度目の妻との間には子どもがいない。先妻と同じ墓にはいりたく
ないからぜひ買ってくれとせがまれ、8 年前に最初の塔の 1 区画を購入した。 
  当時、妻は元気で、夫婦で毎年フェスティバルに参加していたのだが、昨年より心臓病
で入院している。一時は危篤状態のときもあった。深く考えず「安穏廟」を買い、後妻は
そこにはいるつもりでいるが、E さんには先妻が眠る菩提寺がある。自分の場合はどうし
たものか。菩提寺と安穏廟に「分骨」という方法があるが、息子は一人娘に熱愛して「婿」
にいってしまい、未婚の娘は東京にいるが、某大学の教授で今後も結婚しそうには思えな
い。自分の遺骨を分骨したところで菩提寺は無縁になる可能性が高い。妻に看取られるつ
もりの再婚で、再婚自体を悔やんではいないが、お墓の始末にまで考えが及ばなかった。 
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新聞・テレビの情報が人生を変える 
  私は「合葬墓」を求める人は独身や子どもがいない人ばかりだろうと考えていた。とこ
ろが、出会った 3 人が 3 人とも子どもが 2 人いる。しかも E さんは一人しかいない息子を
他家に出している。私の育った環境では「長男」が跡をとるのが当たり前なので、大正生
まれの E さんがよく許したものだと驚いた。「子どもの人生を束縛したくない」という 3
人の親たち。この世代の人々は、戦後の物のない時期に子どもの成長のために食べ物着る
物すべてを子ども優先とし、自分の楽しみを後回しにしてきた。老いてなお子どもの人生
を優先させている。 
  私は 3 人に聞いてみた。「子どもと一緒に住みたい」とか、「跡は継いでほしい」とか、
「私たちは苦労して家を建てたのだからお墓ぐらいはおまえたちが用意しなさい」とか、
もっと自分の希望を主張してもいいのではないかと。だが、彼らは「子どもを拘束するこ
とは煩わしさも背負い込むことになるので、そういう関係になりたくないのだ」という。
考えてみれば、子どもとの繋りに執着する人なら「安穏廟」を買うはずがない。市営都営
の霊園の抽選会に何度も足を運ぶか、高くて狭い郊外の墓所を求めるのであろう。 
 翌日の午前中は、会員たちの話しあいの場である。F さんも、かつて抽選会で某市の霊
園に当選した人だった。当時は、墓は残った人、つまり子どもが心配すればよいと考え、
妻に無断でキャンセルしてしまった。だが、そのうちに墓地の値段は高騰し、なかなか適
当な墓地が見つからない。たまたま「安穏廟」のことを新聞で知り、妻の実家の近くだっ
たので、妻への罪滅ぼしの意味もこめて「死に場所」をここに求めた。墓を買ってみて、
「子ども世代に任せずに自分たちで決めてよかった」と思ったそうだ。というのは、死ぬ
まえにどういう生き方をしなければならないかを考えるようになったからだ。 
  G 夫妻は子どもがなく、夫は墓のことを気にかけながら胃癌で死んだ。その翌年に『新
潟日報』で安穏廟を知り、早速申し込んだのだが、G 夫人は夫を安心して死なせることが
できなかったのが心残りで、墓は生前に手当すべきだと語る。 
子どものいない夫婦は、子どもの進学・就職を考慮せずに自分たちが気に入ったら、そ
の土地に移り住める。H 夫妻は転勤で関西に住んでいるときテレビで「安穏廟」のことを
知り、夏休みを利用して見学に訪れた。その後、フェスティバルに何度か参加しているう
ちに小川住職の人柄や考え方に惹かれていった。そして、定年になってからは巻町に引っ
越してしまったのだ。誰一人知り合いがいなかったが、「死んだらあの住職にお経をあげて
もらえる」と思うと心細いことは何もなかった。それどころか病気がちだった妻も元気に
なった。「都会で葬儀屋が連れてきた会ったこともない坊さんにお経をあげてもらうのは
かなわん」という。小川住職は 40 代半ばなので、70～80 代の会員にとっては息子のよう
な年齢だから「自分より先に死ぬはずがない」と思っている。 
会が終わる頃には、「あなたのお墓はどこですか」「うちと近いですね、今後ともよろし
く」。そんな会話がごく自然に行なわれているのを耳にして、こういう間柄もいいものだな
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と思った。〈フェスティバル安穏〉は人々の潜在下にある「繋がり欲求」も充たしている。
だからこそ、交通の便があまりいいとはいえない小さな町でもこれだけの人が寄ってくる
のだ。 
  帰りの越後線では 70 代後半の女性 2 人と席が一緒になった。一人は群馬から一人は栃木
から見学に来た友だち同志で、2 人は「安穏廟」の趣旨は気に入ったのだが、お墓を買う
べきか悩んでいる。ここまで来るのが遠すぎるのだ。駅の乗換え、階段の昇り降り、脚力
を考えるとあと何年来られることか。自分が死んだらここまで誰に遺骨を運んでもらうの
か。2 人とも高齢だから残ったほうが遺骨を納める約束は出来ないという。「お墓はなんと
か自分で買えるのよ。でもそのあとがねえ、自分で墓にはいるわけにはいきませんからね
え」と笑いながら溜息をついた。私が京都の「志縁廟」は交通費や宿泊費に相当する金額
を納めておけば会員が引き取りに来てくれるという話をすると、「では、私たちもそういう
ことをしてくれる若い人を見つけておけばいいのね」と安心した面持ちになった。お二人
がいつまでもここに来られますように。 
〈フェスティバル安穏〉で出会った人たちはその名の通り、みんな安らかで穏やかないい
顔をしている。死にゆく道の連れを知ったことで、死に対する恐れがなくなったこともあ
ろうが、死への準備をこうして毎年重ねていくことで、今生きていることの重みと素晴ら
しさを体感しているからであろう。生前にお墓を作る意味はここにある。 
＊ 
 以上が 1997 年の記録である。当時の観察は、社会学的視点に欠けるところが多々あるが、 
出会った人々の言葉は、引き続き研究する価値ある言葉と受け止めた。Ⅲ節では、引き続
き「安穏廟」「志縁廟」と「個人墓」の草分けといえる「久遠墓」、葬送の新しいかたちと
注目されている「樹木葬」を調査し、12 年前と比較しながら「個々」にとってのお墓の意
味を考える。 
                       
Ⅲ 2009 年調査  
 
１. 妙光寺「安穏廟」 （1997 年 8 月 29 日調査） 
 
フェスティバルの様子―催しと顔ぶれの変化 
「安穏廟」は、毎夏 8 月末に〈フェスティバル安穏〉を開催しており、今年、20 周年を
迎えた。今年のゲストは、フォークシンガー小室等氏と映画評論家おスギ氏である。ここ
数年、ゲストは宗教学や墓の研究者ではなく“有名人化”しているのだが、参加者はその
ことに不満を感じている様子はなく、自分たちのお祭りとして楽しんでいるように見える。
「来年こられるかどうかわからない。これは「生前葬」なのだ」と声高に話す人もいた。 
井上治代は、〈フェスティバル安穏〉の第１回から参加している。「月刊 S0GI」編集長・
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碑文谷氏が「20 年前に来たことのある人？」と訊いたところ、300 人近い人々から手を挙
げた人がいない。そこで、会場を見回してみると 70 代後半から 80 代が多いように見える。
ということは、12 年前に会った年齢層ということか。全体として、2、3 人で連れだった女
性と夫婦が多く、同伴者のいない女性は目立たない存在である。一人で来た男性もいたが、
“男連れ”はほとんどいないと見た。夫婦連れが多くなったのは、12 年前に会った D さ
んのように、今まで一人で来た妻が夫を伴ってきたということか。夫は定年後の暇つぶし
か気晴らしに来たのか、それとも、死と向かいあうようになってきたということか？ 
  
 12 年前に会った C さんは「故人」に 
C さん D さんは今年も来ているだろうか。二人が求めた墓の位置を記憶していたので、
そこに行けば再会できるかもしれないとの淡い期待を寄せた。生前、C さんがご主人と二
人で考えたという墓碑銘の前に行ってみると、そこには、新しい花が供えられている。そ
のうち、線香と水をもった年かさの女性がやってきて手を合わせていた。お参りが終わっ
た後、私は C さんではないかと思い、声をかけたところ、妹さんであった。C さんはすで
に、お亡くなりになっていた。私が 12 年前にお会いした人なつこい C さんとは異なり、
妹さんは知らない人とは会話を交わしたくないという素振りであった。「お父さんのこと
が新聞に載っているよ」と新聞の切り抜きを送ってきた、関東にいる息子はどうしている
のだろう、結婚しただろうか。D さんとの再会は叶わなかった 
 
 夫と 53 歳で死別した子どものいない I さん 
帰りのバスで私の隣に座った I さんは物静かな人で、近隣某市から一人で来たという。
この墓を求めるまえに、「合葬/合祀墓」を見歩いたが、「安直な碑を建てただけで、後は何
もしない、いいかげんなところが多く、ボランティアで入れてやるといわんばかりの態度
だったので、「安穏廟」しかない」と思ったそうだ。「ここの住職はきちんと法要をしてく
れるので、彼岸やお盆に来られないときも安心」と語る。I さんは、帰りの電車の中でも
乗換駅まで私にいろいろと話をしてくれた。子どもがなく、夫は 2 年前に 63 歳で他界。自
分は一人娘だが、実家の家業は「両養子」を迎え、その人たちが守っているなど。夫は墓
のことを気にしながら死んでいった。彼女は「安穏廟」の新聞記事を切り抜いて保管して
いたが、話をする機会のないまま別れたのが心残りであるという。夫の遺骨を納めようと
決めたとき「安穏廟」はすでに満杯になっており、新設の「社
もり
の安穏」を求めたが、それ
も満杯に近づき、「間に合ってよかった」という。 
「安穏廟」は無縁になってから供養される期間が 17 年から 13 年に短縮されていた。12
年前は２基が満杯となり３基目を造成中であったが、それも一杯となり、2002 年 8 月、脇
の緑地に八角形の集合墓「杜
もり
の安穏」ができた。外形は、高さ 57 センチ、深さ 68 センチ、
幅 80 センチ、墓碑板は、高さ 31 センチ、幅 38 センチ、厚さ 5 センチである。1 区画は
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3.5 平方メートルで、8 区画×30 基、計 240 基がもうすぐ満杯になる。碑銘が刻まれてい
ない区画が多数あるのに「満杯」に近いということは、「生前墓」である。 
私は、故人の死去 13 年後には、「多宝塔」  
に合祀されると思い込んでいた。I さんの 13 
年後はまだ 70 代前半、それでは、生きている 
いうちに自分たちの墓は撤収されてしまうの 
ではないかと尋ねたところ、「合祀」は、管理 
費を払わなくなった 13 年後のことだという。 
I さんは言った。「13 年後はどうでもいいの。 
ここは、夫を弔い、懐かしむ場所、そして夫      
とともに眠る場所だから」と。             「杜の安穏」の１基全景   
  
流れ流れて妻の家郷にやってきた J さん 
友だち同士でやって来た女性たちは休憩時間もおしゃべりに余念がないが、高齢の夫婦
は、近くの席の人に話しかけることなく夫婦だけで静かに休息をとっている。向側に座る
ある夫人が杖をつきながらも覚束ない足取りでトイレに並ぶ行列に加わり、ご主人が退屈
そうにしているので、「この近くなんですか」と尋ねると話に乗ってくれた。J さんは昭和
9 年生まれだというが年齢より若々しく壮健である。東京生まれだが幼少期に戦災に遭い、
一家は東京を離れ転々とした後、巻町へ越してきた。本人いわく「流れ流れて、ここまで
きたのさ。戦災によって俺の人生は一転した」と話す。妻は夫の「家」の墓にはいりたく
ないという。夫婦には子どもがなく、J さんは長男だけれども、弟に男子が二人おり、親
の墓は継承されるので、妻の実家に近い「安穏廟」にしたそうである。東京の繁栄の様子
をいろいろ尋ねられ、私が四谷（新宿区）の「東長寺」にも「水の苑
にわ
」という合祀墓があ
る話をすると、「四谷のどのへんだ？」と、目が光り、いたく興味を示した。フェスティバ
ルには去年からの参加で、有名人を間近に見るのが楽しみなのか、「そろそろ始まるよ」と
いって、トイレから戻った妻を着席させずに休憩所から会場への移動をうながした。J 夫
婦にとって、「安穏廟」は「親族に迷惑をかけずに、自分たちが死後収まる場所」だという。
「では、死後の住処ですか」ときくと、「住処にしては、小さ過ぎる」とご主人は笑った。 
 
「子どもの負担にさせたくない」から親子は円満なのか？ 
フェスティバルは、誘導係や飲み物をサービスする係など多くの人手を要し、会員が多
くなれば家人で仕切ることは難しい。12 年の間に会員組織が整い、ボランティアが育って
いた。そのなかに、会員の息子である男子大学生 K さんがいた。「安穏廟」は「父親が自
分を拘束したくない、負担をかけたくない」といって、ここを買ったという。「子どもや後
継ぎのいない人ばかりの墓ではないのですね」ときくと、「父親は、自分が将来どこで暮ら
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すかわからないので、墓で縛りたくない、ここでいいと思ったら守ってくれと言っている」
とのこと。今や新潟市となったこの地区は市内に通勤できる距離であるが、関東や関西地
方に就職することも考えての配慮のようだ。話しぶりから、K さんと親はコミュニケーシ
ョンのとれた円満な関係に思える。「将来どこで暮らすかは決めていない」という K さん
も、例年フェスティバルに参加していれば「安穏廟」への愛着が育っていく。将来どの地
に住もうが、自分の墓を新天地に買おうが、年間管理料 3500 円が負担にならなければ、子
孫に引き継ぎ、「永代所有」するのではなかろうか。以前に会った C さん D さんもそうで
あったように、「後継ぎを必要としない墓」を求めるといっても、親子の関係に齟齬を来し
ているとはいえない。 
 
墓石の観察 
「安穏廟」の墓碑銘をつぶさに見ていくと、「□□家先祖」「□□家先祖代々の墓」「□
□□□家先祖累代」といった記銘が数カ所ある。私にとってそれは大発見である。これま
で「安穏廟」に関する幾冊もの書物を読んだが、そういう事例の記載はなかった。「超世代
的連続」を願う「家」の象徴である「先祖代々」「累代」と記すには、系譜の連続性への希
求がある。これは、「家族墓」ではないか！ 
一般の家族墓なら「単なる表現」とみることも   
できようが、「安穏廟」のような「合葬/合祀」墓 
を建てる人がこのような碑銘にするものだろうか。 
某所からの「改葬」と推測するほうが自然である。 
70 代後半と見える婦人と 40 代の息子、7 歳前後 
と思われる孫による三世代の墓参も印象的であった。     
手を合わせる孫に祖母が「おじいちゃんがよろこ 
ぶわ」と声をかけている。「家族墓」は、占有の墓   
所だけを言うのではなさそうである。「娘」か「嫁」   
と思われる連れはなく「息子」だけということは、        
直系家族の墓であろう。 
碑銘で一番多いのは「やすらぎ/安らぎ」という言葉で 17 件、2 番目は「愛」で 8 件、
以下は、「ありがとう」「心」「無」「空」「千の風/千の風にのって」「夢」「静寂」「和」が 5
～６件と続くが、「絆」は意外にも 2 件であった。ユニークなのは、「またきてね」「どちら
さまも おすこやかに きょうは ありがとうございました」という碑文である。明らかに誰
かの来訪を期待している。上記以外の個人的な内容の含まれた文言も含めると、感謝に類
する言葉が圧倒的に多い。この碑を読むことを想定している対象は誰か。多くの“ありが
とう”が世話になった友人・知人だけを指しているとは思えず、子孫へ向けていると考え
るほうが素直である。 
「先祖累代」の墓 
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「無」「空」という碑銘をどう読むか。「合葬/合祀」墓だから、「虚無」や「虚空」と解
釈することもできるが、「宇宙葬」もある現代では、「西方浄土＝宇宙」としてのロマンと
とれないこともない。「千の風/千の風にのって」という碑文は、実に今日的である。歌詞
には「私はお墓なんかにいません」とあるが、歌のもつメッセージが気に入ってのことで
あろう。 
 
    「またきてね」 ↓                     「どちらさまもおすこやかに」↓ 
 
 
 
 
 
 
     
   碑文の書かれていない 
「生前墓」→ 
 
       
 
 
                             
      
↑「絆」                             ↑「千の風にのって」  
 
「安穏廟」と「杜の安穏」を考察した結果をまとめると、赤い文字の氏名や何も書いて
いない墓、つまり、「生前墓」が多い。「先祖累代の墓」「□□家の墓」は、そこに先代の遺
骨が埋骨されていると考えたい。単に「□□家」や「家紋」を付けた「□□家」の墓は、
家名や家紋を単なる記号やマークと捉えているかも知れないが、すでに故人が眠っている
とみていいだろう。「氏名と没年」が刻まれているのは「一人」の墓で、「没年」が刻まれ
ていないのは、これからはいる「同伴者」がいる墓であろう。好きな言葉だけが刻まれ、
氏名も没年も記載されていない墓も多い。I さんから「友だち同士でもはいれるのよ」と
聞いたが、「姓」の異なる個人名が「数名」で並んでいるのはそれとみていいのかもしれな
い。夫の「家」の墓にはいりたくない人、先妻と同じ墓にはいりたくない人、DV で逃げ出
した人、事実婚を貫き、婚家・生家どちらの墓にもはいりたくない人などには「駆け込み
寺」ならぬ「駆け込み墓」である。「家族墓」として永代使用権を確保したい人にはリーズ
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ナブルな墓である。申込者が日蓮宗による法要を受け入れるのであれば、はいる理由を問
わず、どんな人も拒まない。小川住職の人格や寺の運営方針が気に入っている人も多いで
あろう。「安穏廟」は、「私/私たち」にとって、団地やマンションのような「死後の住処」
であるが、それだけに移動も撤退もたやすく、いろいろなニーズを充たす「集合墓」であ
る。だからこそ、増設するごとに申し込み者が殺到するのである。 
 
２. 常寂光寺「志縁廟」 （2009 年 10 月 15 日調査） 
 
法要に訪れた人々とは 
「志縁廟」は、嵯峨野小倉山の常寂光寺境内にあり、今年は、建立 30 年にあたる。落
慶法要は、1979 年 12 月 9 日（日曜日）であった。それは、奇しくも日米開戦の翌日であ
り、戦争の犠牲となった女性たちにとって意味ある日として、以来、12 月 8 日前後の日曜
日に法要を行ってきた。だが、会員が高齢になるにつれ、「もう少し季節によい時期に」と
の要望があり、法要は毎年 10 月 15 日に変更された。 
「女の碑の会」は、「独身婦人連盟」略称「独婦連」の碑として始まったが、近くに庵
をかまえる瀬戸内寂聴さんが会員との語らいの折りに、「“どくふれん”では響きが悪い」
と指摘され、「女ひとり生き  ここに平和を願う」 
という碑名にちなんで「女の碑の会」に改名 
したとのエピソードが前住職から紹介された。 
今年の法要に出席したのは 130 人ぐらいだろ 
うか。例年参加している方にきくと、今年はこ 
とのほかしめやかだったという。それは物故者 
の中に、創設に尽力した谷嘉代子さんも含まれ      
るからである。谷さんと、今は「（本人がいう     
ところの）隠居」となられた前住職の長尾憲彰            「女の碑」 
師とは、大学院の助手として机を並べたことが 
あり、そういう繋がりから、「志縁廟」建立が実現した。法要の後、谷さんの甥が３月に亡
くなった加代子さんの最期の話をした。横たわる姿を誰にも見せたくないので、会員には、
10 月の例会案内において知らせるようにとの意向を尊重したとのことであった。 
 
戦争独身世代の数  
第二次世界大戦は 200 万人にのぼる若者が戦場で命を失ったが、その結果として多くの
女性が独身として生涯を終えることとなった。この人たちの中には、家族の世話をしなが
らも「家」の墓にはいれない人たちもいる。「志縁廟」は、「女の碑の会」の占有ではない
のだが、会員の熱意によって建立の運びとなったため、一心同体といってもいいだろう。 
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「合葬/合祀墓」を求める人というと、子どものいない人や生涯未婚の人を思い浮かべ
がちだが、日本は、50 歳時の未婚率をいう「生涯未婚率」が、1920 年開始の国勢調査から、
女性は 1960 年まで、男性は 1970 年まで１％台という「皆婚主義」の国だったのである。
終戦時 20 歳の女性が 50 歳になった 1975 年の生涯非婚率は 4.3％であるから、「戦争独身
女性」の数がいかに多かったかがわかる。 
「女の碑の会」の代表者であった谷さんの遺著『女ひとり生きる』から、「志縁廟」建
立を望んだ人々が「戦争独身女性」と呼ばれた事情を紹介したい。 
谷さんが日本戦没学徒記念会・わだつみ会事務局長の渡辺清氏へお尋ねした手紙の返事
によると、戦争当時、男子の平均寿命は 23 年 4 ヶ月で、大正 8、9 年から 11、12 年生まれ
の戦死者が一番多く、その多くは独身とみていいのではないかとのこと。その何割が未婚
の戦没者であったのか。谷さんが国勢調査の人口統計を使って、女性人口を基準にした男
性人口の欠損数を戦死者とみなした推定試算では、戦死者の 56％が未婚になるという。大
正 15 年生まれは、昭和 20 年の兵役につく年齢であるが、志願兵も募られ、満 17 歳から兵
役にくり入れられていたことを考えると、昭和 2、3 年生まれまで含まれるので、戦争独身
女性の年齢層はもう少し下がるのではないかという。遺著によると、出版時（1982 年）の
会員数は 165 名で、そのうち、大正 9 年から昭和 6 年までの 12 年間に生まれた人が 67％
を占めている［谷 1982：26-42］。 
 
毎年、自分の位牌を磨いて帰る女性 
「安穏廟」と「志縁廟」は、90 年代から続々登場した他の「合葬/合祀墓」と比べると、
生前の集いを毎年欠かさず丁寧に行っている。「志縁廟」は生きている者同士の心の連帯を
願って建立されただけに、「女の碑の会」会員にとって、法要は格別の意義をもつはずなの
だが、年をとると黙ったまま座っていること 
が難しいのか、読経が 20 分以上になると、 
誰彼ともなく隣の人とのおしゃべりが始まり、 
ひそひそ話のつもりが次第に声が高くなる。 
焼香は親族が最初に行われるが、妹か従妹だ 
ろうか、大正末から昭和一桁と思われる足元 
の悪い婦人たちが杖をつきながらの焼香である。 
会員の中には、設立世代より一世代下と思われ 
る女性もいた。テントを張った法要席の私の隣      「志縁廟」前の法要風景 
に座った和服の女性 L さんは 60 代前半と思われるが、気さくに話しかけてきた。数珠を
手にしているので遺族の法要かと思ったが、そうではなく、毎年、自分の位牌を磨いて帰
るのだそうだ。本人いわく「わけあり人生」で「志縁廟」にしようか、比叡山「久遠墓」
にしようか迷ったが、久遠墓は「形」はあっても、お参りに来てくれる人がいない。「志縁
139 
廟」は井戸への合祀なので自分の「墓石」はないが、会員と知り合えてその人たちが見送
ってくれる。「自分のためのお参りではなくても、会員が会員のために手を合わせてくれ
る」、それが「志縁廟」に決めた理由とのことである。L さんは、ここを決めるまえは「死
んだらどうしよう」とそればかりが心配だったが、「死後の住処が決まって、本当に安心し
た」という。 
 
母娘二代の納骨会員  
法要の後は、本堂でお茶をいただきながら談笑のひとときとなる。会を通じて知りあっ
た女性たちが和やかに話をしているが、なかには交われずにいる人もいる。一人の女性が
前住職と話をしている私の席にやってきた。M さんは戦争独身女性の娘世代で、母親の遺
骨を家郷から「志縁廟」に移した。自分もいずれ「志縁廟」に納まるが、「母と一緒なので、
寂しくない」という。ここに眠る人は、身寄りがないか実家の墓にはいれない人と思って
いたので、理由はともあれ、母娘二代ではいることには驚いた。今でも、テレビに放映さ
れるとすぐに 600 件ぐらいの問い合わせが来るが、もう定員を超えており、はいりたくて
もはいれない。M さんの話ぶりには、そういう人たちに対して「優越」を感じている様子
が窺えた。しかし、歳月の変化はいいことばかりではない。かつては、遺骨の引き取り手
がない人のためには会員が受け取りに行く「志縁便」というシステムがあったが、最近は
会員の高齢化により行われていない。「女の碑の会」が若い世代によって運営されていくこ
とが望ましいが、システマチックに運営できない要素が「独身婦人連盟」を母体として設
立した会の宿命として横たわっているように見受けた。 
 
３. 比叡山延暦寺大霊園「久遠
く お ん
墓
ぼ
」 （2009 年 10 月 16 日調査） 
 
・場所…滋賀県大津市伊香立上龍華町 703  
・形態…個人墓、夫婦墓、慈眼墓、慈顔観音墓。 
・料金の中には、永代管理料、永代使用料、石碑代、開眼・納骨費用、毎月 1 回・春秋 
彼岸・盂蘭盆には霊園本堂において永代にわたる供養が営まれる。（各料金は文中参照） 
 
「久遠墓」は、1985 年開始された「個人墓」の草分けである。比叡山大霊園に行くには、
JR 京都駅から湖西線に乗って 30 分弱の堅田駅に降り、平日は 1 日 2 本の霊園行き無料送
迎バスに乗る。1990 年に出版した井上の『現代お墓事情』には、乗客は 2、3 組とあった
が、2009 年も同様で、この日の乗客は私以外に 2 組であった。バスの運転手さんに尋ねる
と、盆と彼岸以外のお参りびとはそういう数らしい。墓を求める見学者のためのバスと思
っていたら、すでに購入した人の墓参り用のバスでもあった。この日は 10 月なのに夏のよ
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うな強い日差しで、サンバイザーをかぶったスポーティな服装の 50 代女性が仏花を携えて
乗り込んできた。もう１組は、70 代と 40 代の母娘であった。2 組とも「久遠墓」ではなく
「家族墓」の集合している地区でバスを降りた。私は「久遠墓を見学したいのでそこで降
ろしてほしい」と運転手さんに頼むと、「それなら、事務所に行って係員に説明してもらっ
たほうがいい」というので、結局、霊園を一周りして事務所に戻った。予想していたこと
ながら、「久遠墓」を求めてこの地にやってきた人には巡り逢えなかった。 
案内係の説明によると、価格は「久遠 
個人墓 A タイプ（幅 27cm 高さ 82cm ）」は 
55 万円、B タイプ（34cm 高さ 100 cm）は 
78 万円で、係員はそれらを「一人墓」「二 
人墓」と表現している。「二人墓」とは「夫 
婦墓」のことだが、夫婦とは限定していな 
いため、友人同士ではいる人もいる。親友 
が「一人墓」二区画を続けて買ってもいい 
のだが、「二人墓」を折半したほうが安く済む。      
自分もはいる墓にすでに眠っている友をお参      「久遠個人墓」A タイプ 
りし、その人も他界すると、「赤い文字」が 
「白い文字」になる。合理的といえば合理的である。パンフレットは「不滅の法灯りに護
られて、比叡と琵琶湖の佳境に眠る」とあり、「全て南向き」と大きく書かれている。「住
処」となれば陽当たりが重視されるというわけか。関西地方だけでなく、この見晴らしが
気に入って東京方面から申し込む人や電話 1 本で契約した人もいるとのことであった。 
「永代供養墓」は、供養形態の異なるタイプが一段上の地区にもある。墓石のみの「久
遠慈眼墓」（215 万円）と、墓石の上に観音像のある「久遠慈眼観音墓」（210 万円）といい、
A、B タイプより価格が高いのだが、本堂に位牌を奉安し、「一故人」としての法要をして
もらえるからである。A、B タイプは、氏名を記した和綴じの冊子から、命日にあたる人の
ページを開き、常駐の僧侶がお経をあげるだけである。個人墓 A、B タイプもオプション
で花立てが付けられるが、花立ては少なく、それに比べこちらは多い。何日前に墓参に訪
れたのか、ドライフラワー状態になった仏花が花立てに据え置かれている。残された人が
お参りに来ることを想定できる人が「位牌付き」の墓を買うと見ていいのではなかろうか。 
これまでいろいろな本で写真に掲載された「久遠墓」は「個人墓 A タイプ」であった。見
学してみて、「久遠墓」といってもさまざまなタイプがあり、それぞれのニーズで選んでい
ることがわかった。係員に「遺骨の引き取りのシステムはないのか」と尋ねてみたが、ま
だそれは考えていないとのこと。ここまでシステム化されているのだから、後継ぎのいな
い人の墓であれば、オプションとして検討される日も遠くはあるまい。 
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４. エンディングセンター「桜葬」墓地 （2010 年 1 月 9 日調査） 
 
・場所…東京都町田市真光寺町 318-12 町田いずみ浄苑内   
・特徴…樹木葬墓地。桜の木。遺骨を埋めた後、永遠にそのまま土に還る形式。 
・1 人区画 40 万円、2 人区画 80 万円、家族区画（5 名）100 万円、家族（2 段埋葬・10 
名）160 万円、With ペット 2 体（2 段埋葬）50 万円、With ペット家族（2 段埋葬・ 
10 体）160 万円。銘板彫刻料 1 名につき 12,000 円。 
 
「樹木葬」は、1999 年に岩手県一関市の祥雲寺がこの呼び名で開設したのがはじまりと
される。「自然葬」だけに、その風土に即した葬法で行われると考えられるが、今回の調査
地としては、東京都町田市の民営霊園「町田いず浄苑」内にある「桜葬」墓地を選んだ。
長年、墓問題を研究する井上治代が理事長を務める「NPO 法人エンディングセンター」が
企画した墓地だからである。「桜葬」とは、井上によれば、「「樹木葬」の一種で、シンボ
ルの木が桜であるもの」をいうが、「エンディングセンターが生活者の視点で企画して世に
出したものなので、ポリシィの違うものが広まって混乱が起きることがないように、エン
ディングセンターによって登録商標されている」。「住宅で言うならばマンション型になっ
ており、個別区画の使用権を有しながら隣接する１つの集合墓の形」で、「個別区画は見た
目にはわからないが、数字が入った印から測量すると、きちんと特定できるよう工夫され
ており、近くには共同の銘板が置かれている［井上,2009:98-101］」。 
1 人・2 人区画、家族区画、ペットと一緒にはいれる区画、共同区画（合祀）、さらに、
区画を横に広げるのではなく、縦に深さを利用する 2 段式の区画など様々なタイプがある。
経営・管理は、宗教法人観泉寺が経営許可を受け、（株）日本墓苑開発センター（いずみ浄
苑）が管理業務を受託。NPO 法人エンディングセンターは立会人として契約までの窓口と
なる［パンフレットより］。 
桜は、季節が再び巡ってきたことを最も実感できる樹木である。進学・就職という人生
の門出に咲く花だけに、人生の終盤にある人は、あと何回、見ることができるかと思いつ
つ、その年の花を忘れまいとする。「願わくは花の下にして春死なん その如月の望月のこ
ろ」は、本居宣長だけでなく、今も変わらぬ「やまとごころ」である。 
 
ミニ講座と見学会 
2010 年 1 月、月に 1 度行われている見学会に参加した。この日の参加者は 20 人程度で
あったが、夫婦、親子がほとんどであった。夫婦は 60 代後半から 70 代だろうか。私の隣
は 60 代 30 代の母娘、向かいは祖母・娘・小学生の孫娘という三代での見学者であった。 
見学会では、現地を見る前に 30 分ほどの「ミニ講座」があり、井上の講義とビデオに
よる墓地の四季と合同慰霊祭の様子が紹介される。桜の花が咲く時期に「桜葬メモリアル」
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という合同慰霊祭が無宗教式、仏式、キリスト教式の順で行われるのだが、たいがいの人
はその全部に参列するという。ビデオでは、孫世代も大勢集まって、セレモニーの後は、
バザー会場のような賑々しさである。 
これまで「桜葬」を求めた人で一番多いのは、①子どもが娘たちの人、②息子のいる家、
③子どものいない夫婦、④単身者、⑤夫の先祖の墓はイヤ、という人たち。②については、
息子がいても、海外に居る、遠くに居る、息子の子どもがいない、息子の子が「女の子」
という事情による。つまり、どんな人も後継ぎのいなくなる可能性がある。エンディング
センターの案内係の人も、第１期区画に夫を葬ったとのことだが、息子と娘がいるという。 
井上は、「桜葬」墓地は、「脱継承」「双方化」「自然志向」「個人化」の４つを合わせ持
っていると説明する。後継ぎを必要としないが、将来、子どもがはいりたいと思えばはい
れる点も特徴にあげる。継承や管理は必要なく、継ぎたい人がいれば継承は自由、宗教も
自由である。「家」の墓ではなく「個人」を単位とした墓であり、井上は希望者に夫婦が多
いことを「個人化に対応」と考えている。 
 
販売区画の前に立つ人々              
案内された現在販売の対象となる区画は数カ所に分かれている。渡されたパンフレット
には、購入済み区画にはすでに印が付いており、見学者たちは、銘板に残された故人の名
を刻む場所と空いている区画を熱心に見比べている。60 センチ四方の銘板は、故人名は遠
目からは読めないのだが、近づいてその名を確認することによって、祖父母や父母がそこ
に「居る」という感じが湧き起こる、ちょうどよい大きさといえようか。   
 
 
 
 
 
 
 
 
     「桜葬」墓地の一区画                     銘板の一例  
 
「桜葬」墓地の購入は、分譲マンションを買うのに似ている。パンフレットには分譲区
画の一覧表が図解され、契約済の「●」印が点々と記され、早く決めなければ誰かの区画
になってしまうと焦る気持ちにさえなる。マンション派というのは、隣近所と深いお付き
合いをしたくない人である。上下や隣に誰がはいるか解らないので、マンションでは騒音
が問題になったりするが、墓はそういう心配もない。 
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「いずみ浄苑」は明るい雰囲気の広大な霊園で、ズラリと並んだ家族墓は一戸建て分譲
地のようでもある。形は横長のユーロピアンスタイルが多く、石碑の色も明るいグレーを
中心に、煉瓦色やピンクもある。そのひとつ一つを見ていくと、「□□家の墓」の隣が「Love」
であったり「人生訓」であったり、ローマ字による苗字、好きな言葉など、隣に頓着せず
に、思い思いの言葉を好みの書体で刻んでいる。一戸建ての場合、和風建築の隣に前衛的
なデザインの家が建ったりすることがあるが、墓も同じである。モダンな墓の連なりを見
ながら、これら家族墓の何割が次世代に継承されていくのかと他人事ながら心配になる。 
見学者のなかには、「ペットと一緒でもいいのか」とか、「ペットを連れてお参りができ
るのか」と尋ねる人がいた。ペットと一緒にはいれる区画もあり、犬の散歩も「可」と聞
いて安心した様子である。かつて、ペットは庭の隅などに埋めたものだが、いまや「一人
前」に扱われるご身分である。 
子どものいない夫婦にとっては、墓の位置づけは、片方が残されたときと、二人ともこ
の世からいなくなったときの二段階がある。先に他界したほうは、残されたほうがたびた
びお参りにきてくれることはうれしい。残されたほうもそうしたいと思った時に「桜葬」
墓地はうってつけである。都心にあり、交通至便、「大自然」というわけにはいかないが、
散策にふさわしい自然が残されている。  
ヨーロッパには、灌木や草花の植え込みに、場所を特定せずに遺灰を埋め、その周りに
小さなプレートを立てたものや、1 本のバラの木の下に遺灰を埋めて、根元に小さなプレ
ートを立てる埋葬法があるという。年限を切って契約する墓地で、期限が切れても更新の
申し込みがない場合はプレートはのぞかれ、新たな遺灰が埋まる［井上,1990：155］。だが、
このやり方では、「永遠」を望むなら契約を更新しつづけなければならず、それでは「後継
ぎを必要としない墓」ではなくなってしまう。この墓地は遺骨を埋めたあとは永遠に動か
すことはない。決められた間隔で土中をくりぬき、そこに遺骨を入れるので、他人の遺骨
と交じることもない。「桜葬」墓地を見るかぎり、「樹木葬」という葬送形式は、現代日本
人のライフスタイルやフィーリングにフィットしている。私には、自然への志向というよ
り、「死後の美学」を感じとった。「桜葬」墓地以外は「重複埋葬」される。人々がそれを
どう捉えるか、「樹木葬」が広がるかどうかは、その 1 点にかかってくると思われる。 
 
「死後のサポート」（生前契約） 
「エンディングセンター」は、1990 年、井上が呼びかけた「21 世紀の結縁と墓を考え
る会」を 2000 年に名称変更し、死後のサポートなどの活動も行っている。井上は、パンフ
レットで次のように述べる。「介護では、介護保険が導入され社会化した。しかし介護の後
の「葬送の社会化」の必要性に気づく人は少ない。（略）せっかく継承者を必要としない墓
を買ったとしても、死体は自分でそこに入れない。これまで遺族が担った「喪主」という
役割を代行し、死者の生前の意志を実行する「死後の自立システム」が必要である。エン
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ディングセンターは、そういったサポート・ネットワークづくりと葬送の社会化の実現を
すすめていきたい」。 
エンディングセンターの会員になると、「死後のサポート」（生前契約）や「喪主サポー
ト」「喪主代行（法的手続き「祭祀主宰者の指定」が必要）」を行う。サポート項目には、
死亡届けの提出、火葬埋葬許可書の受け取り、葬儀（遺体輸送、安置、火葬）や納骨だけ
でなく、住宅のあとかたづけ、公的年金、光熱費など諸手続の解約などが案内項目にある。
非婚・離婚、ディンクスの人口増加を見据え、「墓」だけでなく、晩年から死の直前直後の
サポート体制も整えられているのである。 
 
Ⅳ 調査からの考察 
 
1.調査の原点 
故人の骨を塗り込んだ一心寺の「骨仏」には、多くの人が“お参り”に訪れるが、それ
が身内や知りあいでなければ、祀られないのと同じ――12 年前に出会った A さんの言葉は
筆者の心に深く残り、「個」の墓の今を知りたいと、再び調査を行った。 
藤井正雄（宗教学）によれば、「供養」は、「一般に追善供養というが、追薦、追福とも
いい、人の死後、亡き人の冥福を祈って善事を修してその功徳を手向ける行為［藤井 2007：
181］」をいう。「供養」と「先祖」は、ふつうは同じ意味あいで使われていると思うのだが、
A さんは両者をきっちり分けている。この捉え方は、「個」の墓のキー概念とみていいだろ
う。あとを託せない人たちが自分の墓を決定するとき、何を求め何を願うのか。 
 
「供養」の意味 
常寂光寺で会った L さんは、一時、「久遠墓」（比叡山大霊園の永代供養の「個人墓」）
にしようかと迷ったが、会員が毎年お参りをしてくれる「志縁廟」を選んだ。1 日 2 本の
送迎バスに乗り、自分のために比叡山までわざわざお参り来てくれる人を想定できなかっ
たのであろう。あとを継がない長男であっても、「他姓」の子孫であろうとも、折節に思い
起こし、お参りをしてもらえるなら、A さんや L さんのいう「供養」である。 
「点」として存在し「点」のまま生を終える人間には、「点の周辺」に位置した人の記
憶が重要である。「みんなの一人」でいい、有限でいいから、多くの人々に「記憶」される
ことを願っている。法要の一時
いっとき
でいいから自分を見知っている人に思いを馳せてもらえる、
それが生前の集いを行う墓が人気の理由だと思う。A さんは「身寄りのない人は私たちぐ
らいよ」といっていたが、自分の骨が塗り込められた「骨仏」に自分の見知らぬ家族が手
を合わせても、「ただ、祀られる」だけである。だから、一心寺には古里を遠く離れた人々
の「小骨」が 15 万体も集まり、「胴骨」を納める人が少ないのである。 
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２.考察のポイント 
どんな「墓」を志向するのか、継承者のいない人たちの心境・環境から志向の背景を探
っていくが、属性によっておおいに異なると想定される。しかし、属性分類だけでは不十
分であり、属性に留意しつつ、角度を変えた考察も試みることとし、以下を照準点とした。 
 
（１）属性からの照準 
属性① シングル（独身、子どもをもたずに離婚した人、寡婦/寡夫） 
属性② 子どものいない夫婦 
属性③ 子どもが女子だけで、他家に嫁がせた親 
属性④ 子どもに男子がいても、継承を望まない親 
 
（２）属性＋選択指標 
「死後の住処」か「生きた証」か  
依拠する集合体があるのか 
   重視する人間関係からの選択 
 
（３）「継承者を必要としない墓」の特性 
     有期限化 
     脱継承化 
     共同化 
脱墓石化 
     個人化 
「個」のお墓の近未来    
 
120 ページで述べたが、長年、墓の調査をしてきた井上は、1990 年以降の新しい傾向と
して「脱継承」「双方化」「自然志向」「個人化」をあげ、脱継承化は、具体的にどのように
実現したかというと、「共同化」、「有期限化」「脱墓石化」という形になっているとする。
これは、森があげる葬送システムのキーワードと重なる。よって、先行研究の掲げる特性
が今回の調査にもいえるかどうか、観察の指標として念頭におきつつ考察を試みることと
する。 
「有期限化」については「死後の住処」との相関、「脱継承化」については、「非継承」
と「双系/双方」の捉え方も含めて考察する。「共同化」については全篇を通して述べるが、
「共同墓」としての視点も項目に立てる。「脱墓石化」については、「散骨」「樹木葬」など
の「自然志向」の項で論じていく。まずは、属性に照準し、筆者の出会った人たちが吐露
した言葉を取り上げてみよう。 
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《心境・環境が滲み出た言葉》 
属性①シングル 
「身内や知り合いに祀られてこそ供養」「死んだらどうしよう」「死後の住処が決まって安
心」「（自分の）位牌を磨いて帰る」 
属性②子どものいない夫婦 
「死に場所ができた」「（満杯になる直前で）間にあってよかった」「死後の住処」「死後の
住処にしては小さすぎる」「夫を偲ぶ場所」「自分が生きている間だけあればいい」「俺の墓
にはいる気で、俺の息子をかわいがっているのか」「親族に迷惑をかけたくない」 
属性③子どもが娘だけの親 … 直接言葉を聞く機会は得られなかった。（後述） 
属性④子どもに男子がいても継承を望まない親 
「子どもの人生を束縛したくない」「息子たちも一緒にはいりたければそれはそれでかまわ
ない」「哀れんだり不思議がる人もいるけれど、私はここでいいと思っているの」「子ども
に迷惑をかけたくない」「これで気持ちの整理がついた」「子どもを拘束することで、煩わ
しい関係になりたくない」「子どもに任せず、自分で決めてよかった」 
 
上記の言葉から、「合葬/合祀墓」を求める人たちを「子のいる人」と「いない人」には
大別できない。子どもがいなくても、夫婦には人生のパートナーがいるので、一括りにし
ないで見ていく必要がある。12 年前に「安穏廟」で会った C さん D さん E さんが、息子
がいながら継承を託していないのは意外な事実であった。E さんは当時 80 代半ばである。、
一人息子の熱愛とはいえ「婿」に出るのを了承しているのは驚きであった。息子がいても、
「墓守」の心配をさせたくないとして「合葬/合祀墓」を求めるのをどう考えたらいいか。 
井上が 2003 年に「安穏廟」を求めた人々に対して調査を行っており、それによると、申し
込み者の属性は、以下になる。 
1 位 子どもが娘だけ…25.7％  
2 位 息子がいる…22.2％  
3 位 子どもがいない…19.7％  
4 位 単身者…9.5％。 
この順位は、「桜葬」墓地を求める人とも同じである。子どもが娘しかおらず、他家に
嫁に出したので、継承者のいない墓を求めるという事情は納得できる。 注目すべきは、息
子がいる人たちが 2 位を占めることである。「子どもが未婚、子どもがいない、外国で生活、
息子の子がみな女の子、息子に頼りたくない」などといった理由があげられている[井上
2005：94]。C さん D さんが、30 代半ばの息子が「結婚しそうにない」と語っていたこと
と符合する。この結果で、筆者が興味を持ったのは、「息子がいても、孫が女子だけだから」
という記述である。「孫の顔を見て死ねたら幸せ」という短命の時代は終わり、孫の顔をみ
て、その先を思い煩う時代である。少子化、長寿化、晩婚化が絡み合う「墓」継承は、人
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口学的視点を交えずには語れない。 
 
（１）属性からの照準 
属性① シングル（独身、子どもをもたずに離婚した人、寡婦/寡夫） 
自分でできることは自分で済ませておきたい。それが、シングル共通の思いである。PPK
（ピンピンコロリ）を願ってお地蔵様にお参りしても、願い通りにはいかないものである。
元気なときに「自立」し、死後も「自立」できるとしても、そのまん中（死の直前直後）
は自立できない。経済的扶養や介護を頼まないという親でも、死亡届や埋葬許可手続きは
わが子に託すであろう。一人身にとっては、事務処理を他者にお願いするのが心苦しく、
たとえ、甥や姪と良好な関係であっても、子どものように甘えるわけにはいかない。死後、
実家や婚家の墓に受け入れてもらえない不安は、晩年、病院や施設に受け入れてもらえな
い状況と同じで、死後のことなれば、それ以上の不安がある。 
最近は、何事も「契約」によって安心が得られる時代になった。生涯保障の入院特約シ
ステムや自宅のセキュリティ・システム、銀行の貸金庫を契約するのは、リスク対策を“必
要経費”とみる人たちである。死は誰にも 100％の確率でおとずれるのだから、「納まり場
所」の決まった安心は生命保険以上のものがある。「死後の住処」の確保は「生きる安心」。
あとに続く人がいない人にとって、心細さからの解放である。 
 
属性② 子どものいない夫婦 
「合葬/合祀墓」を求める人の３位は、子どものいない夫婦である。都会では「夫の故郷
は遠くて、たびたび墓参りに行けない」という声を耳にする。住まいに近い「合葬/合祀墓」
を買うのは、「家」の墓にはいることへの嫌悪とはかぎらず、今後の墓参りを考えての選択
である。生前に二人で「安穏廟」に決めた J 夫婦の妻の実家は町内である。「自分が生き
ている間さえ墓があればいい」という I さんは電車で１時間以内の地を探し歩いた。 
夫を亡くした妻は墓前で何を語るのか。I さんは夫の存命中に墓を決められず、夫が墓
のことを気にかけながら死んだので、「あなたの住まいはここよ。私も行くから安心して眠
ってね」と話しかける。妻が墓参りをしたいのは夫婦であることの確認でもある。二人に
は寄り添ってきた長い時間があり、報告したいことがたくさんある。 
「子どもがいない人」でも、子どもを持てなかった人と失った人では墓に対する想いが
違う。墓は、子どもが「存在したことの証」である。墓前に花を手向け水を注ぐ意味は計
り知れない。我が子の夭折により、実家の父の墓を無縁にするわけにはいかないと思い、
二男を父の養子にして墓を継がせた女性は、父の先祖の存在を「無」にするわけにはいか
ないと思ったという。遺骨収集団がかつての戦地に何回も赴くのは、遺骨が「死んだこと
の証」となり、亡き人の「存在した証」となるからである。海難事故などで愛する人の死
を確認できないほど痛ましいことはない。 
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属性③ 子どもが娘だけで他家に嫁がせた親 
子どもがいても、その子が「同姓」か「他姓」かによって志向する墓は変わってくる。
この 30 年間、女性の 97％以上が婚姻において「夫の姓」に変更している［NHK 放送文化研
究所調査］。「他姓」になった娘に墓の心配をさせたくないから「合葬/合祀墓」を求めるの
であろうが、「安穏廟」ではそういう人と話をする機会がなかった。「合葬/合祀墓」は「非
継承墓」でありながら、「形」が残ることへの矛盾を心のどこかに感じているのだろうか、
気軽に話をしてくれたのは子どものいない夫婦と寡婦であった。 
「家名」継承における筆者の調査では、強いて存続を求めない人たちには共通項があっ
た。出身地を離れたサラリーマンで親が傍系の人は、「婿」を迎えるには、よほどの家柄と
資産がなければできないと思い込んでいるのである。 
しかし、こんな例があった。「一人娘」と結婚する「長男」が、娘の親に対して「婿」
になってもいいと申し出たのである。娘の両親は慌てて断った。「うちはたいした家柄じゃ
ないし、資産もないし、親も傍系、自分も傍系だし。樹木葬にするから心配しないでいい」
と。「桜葬」墓地を見学して、今後、娘だけの夫婦がこのような形態を選んでいく傾向がま
すます高くなるのではと推測する。 
 
属性④ 子どもに男子がいても継承を望まない親 
属性別にみて、「長男」がいるのに「合葬/合祀墓」を求める親が、子どものいない人よ
り上位にあるというのは、「家」制度時代はもちろん、高度成長期頃までは想定しにくい結
果であるが、この傾向は「介護の社会化」と通じるものがある。子どもの結婚当初から別
居を続けていれば、老いて子どもの世話になりたくないと思うのは当然である。大和礼子
は、「子どもには迷惑をかけたくないので、自分の介護は専門家に頼りたい」と考える女性
を「生涯ケアラー」と呼んだ［大和 2008：125］。介護における自助自立の意識は、公的年
金制度の成熟による経済的自立に支えられている。「墓」継承を配慮する親たちの心理は、
公的支援で人生を閉じようとしている人々の心情と同一線上にある。 
井上は、「「子の世話になりたくない」という親の真意を突きつめると、子への「愛」が
見えてきた[井上 2005：234]」という。筆者はそれを否定したくはないのだが、「子への愛」
だけだろうかという疑問をもつ。12 年前に「安穏廟」の懇親会で、息子をもつ C さん、D
さん、E さんが発した言葉は、「息子の人生を縛りたくない。拘束することは煩わしさも背
負い込むことになる」であった。だから、「そういう関係にはなりたくない」というのであ
る。「子どもに後を託したくない」は、子どもに「負い目」を持ちたくないからで、「子へ
の愛」というより、自分たち夫婦の「精神の自由」に重きを置いている。思考の根底には
「近代家族」観がある。「夫婦は一代限り」であれば、「墓も
・
一代限りで
・
いい」という考え
方に向かう。 
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（２）属性＋選択指標 ―― もうひとつの指標への視角  
これまで属性を切り口にして、心境を考察してきたが、それぞれの背後にはさまざまな
付帯状況がある――自分が直系か傍系か、子どもがいるかいないか、子どもが男子か女子
か、子どもの住まいとの距離、会う頻度、きょうだいがいるのかどうか、何人きょうだい
か、どこに住み、どんな関係にあるのか。実家や本家とのつきあい、親族の範囲、職業の
有無、年収や年金の額等々、それらを複合した結果として、どの「墓」にするかが決定さ
れるのであろう。これらを変数としたきめ細かい聞き取り調査が求められるが、今回の調
査で上記の細目から検討できる部分は限られる。しかし、属性に、もうひとつの指標を重
ね合わせたとき、これまで見えて来なかった「墓」選択の特性が浮かび上がってくるので
はないかと考え、新たな指標を絡めた考察を加味した。 
 
《「死後の住処」か「生きた証」か》  
 息子がいても墓の心配をする親がいるぐらいだから、子どものいない人たちは自分で「逝
く先」を手当てしなければならない。「安穏廟」の碑文で一番多いのが「やすらぎ」である
が、それは「死後の住処」を得たことによる「安堵」を物語っているのではなかろうか。 
「死後の住み処」が欲しいと願う人は、マンションのような集合墓でいいから「個」の遺
骨が納まるスペースが欲しい。F さんは「死に場所」と表現した。「安穏廟」は管理料を払
わなくなった 13 年後に遺骨は個別のカロートから「多宝塔」へさらに合祀されるが、子や
孫に「追善供養」をしてもらえないのだから、「永代供養」ではなく「期間限定供養」でよ
い。逝くときに自分の「居場所」があると思えば、安心して死ねるのである。 
「志縁廟」を求める「私」は、「生きた証」か「死後の住処」か、どちらの意識が強い
かといえば、「生きた証」である。ここに「はいる」ということは、御堂地下の井戸に遺骨
が集合されるということで、一人ひとりが区画に納まる「墓」ではない。「私」個人のもの
は小さな「位牌」だけである。しかし、観念上の「住処」は「御堂」である。前住職が、
「身寄りのない人の共同納骨堂だから惨めな感じを起こさせない、個人では建てられない
立派な御堂にしたかった」と語っておられたが、仲間に祀られたいとする人にはその欲求
を充たす仕様である。整然と並ぶ同じ大きさの位牌は「死のコンボイ経験世代」（４）におけ
る「銃後の女性」の表象である。「生きた証」への思いが同じ方向にあるのを確認させてく
れるかのようだ。戦争で独身を余儀なくされた人や子どものいない未亡人に「私は一人で
はない」という心強さを与える「女の碑」の会員にはコンボイとしての連帯がある。 
「死後の住処」か「生きた証」かは、その人自身にとっても、実は死ぬまで解らない。
「安穏廟」を購入した人たちは、「死後の住処を確保した」という安心感で、碑銘スペース
を「空白」のままにしているが、余命が近づき、これまでの生を振り返ったとき、「生きた
証」としての言葉を思い描くであろう。「志縁廟」は、好きな言葉を残せないが、「位牌」
は永遠
エターナル
に意味をもつ。毎年、自分の位牌を磨いて帰るといった L さんにとって、「赤い位
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牌」は「生きている証」、アイデンティティ（存在証明）そのものである。 
「位牌」に「表象」としての価値を見出すなら、大きさや文字数は関係ない。スペース
確保が死後の安心を支えるとしたらワンルームでかまわない。「桜葬」墓地の 60 センチ四
方の故人の名を記した銘板は「住処」ではないが、「追慕の表象」となる。子や孫が自分を
覚えているかぎり、この銘板は意味をもつ。「死後の住処」か「生きた証」かは、生前、死
後、どちらの人間関係を重視するかにかかってくる。 
 
「住処」意識 
属性①シングルは、「死後の住処」という発想がないわけではないが、連続線が下に続
かないのであるから、「生きた証」を残すことがより重要であり、「志縁廟」形態を望む。 
属性②子どものいない夫婦は、寡婦/寡夫のための偲ぶ場所には「追慕の表象＝モニュメン
ト」があり、故人名を確認できることが重要で、「散骨」はふさわしくない。「生きた証」
を残したいが「死後の住処」意識のほうが強い。連れ合いがすでに住んでいるのだから、
残されたほうは「死後の住処」という実感はますます強くなる。属性③子どもが娘だけの
親は、「他姓の孫」であっても「生きた証」が実在する。DNA が繋がっているのだからそれ
でいいという考えもあり、「生きた証」を不滅のものとして尊重する傾向はなく、どちらか
といえば、「死後の住処」に傾斜する。「住処」は子孫の「追慕の表象」であってこそ意味
がある。属性④子どもに男子のいる親は、子孫の継承を期待しないわけではないので、「生
きた証」「死後の住処」「追慕の表象」のすべてを充たす「安穏廟」のようなスタイルを求
める。 
 
《依拠する集合体はあるのか》 
子どものいない人にとっては、想起できる過去を共にし、記憶を語り合える人々との繋
がりが重要であり、「記憶の共同体」は同世代が中心となる。「世代」は、家族内関係にか
ぎらず、同じ時代的背景のもとで共通体験をした集団にも適用される。今日、問題となっ
ているのは、太平洋戦争のさなかに幼年期から青年期を送った人たちがはいる墓である。
マンハイムは、同一の時代に生きることについて、同じ時代に同じような年齢を生きたか
らといって同じ枠組を共有しているとはいえないとし、世代を「世代状態」「世代関連」「世
代統一」に区分する［マンハイム 1958］。「戦争独身女性」は「世代関連」というカテゴリ
ーで括られる人々である。特定の歴史的状況に生き、共通の運命にあり、同じ精神を共有
する人々ゆえに、「集合的記憶」を共有したいと願う。 
「集合的記憶は、（先祖の話や戦争の出来事の語りなどに典型的に示されるように）一
般に先行者によって語り継がれた知識」や「記念碑」など、「過去を想起させるために残さ
れ作られたものなどによって維持されている[片桐 2003：125]」という。上記の「祈念碑」
を「墓」に置き換えてみるとわかりやすい。墓への想いは「集合的記憶」という概念をも
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ち、それを重視するかどうかにかかる。 
「家族は、集合的記憶という視点から見れば、誕生や死、個々の出来事への共通の体験
をもち、そのことによって共通の記憶をもつ集団（５）である[ibiid.,127]。片桐は「「集団」
とは「顔が見える組織」で、「集合体」とは「人々を超えて集まる組織」［片桐 2006：167］
と定義した。「集合体」には「集団」が包摂されると考えていいだろう。この２つの差異を
どのように捉えるかは、個々が家族の範囲をどこまでと考えるかというときに示唆を与え
てくれる視点である。シュッツは、社会的世界を形成する他者が、一つに時代（あるいは
時間）を共有する同時代者だけでなく、過去のひととしての先行者を含むものと考えた［片
桐 2003：126］。お墓のもつ意味は、家族（親、配偶者、子孫）がいるかどうかで決定的に
違う。家族には「先行者」と「後続者」がいるからである。 
 
記憶の濃淡 
フリードマンは、日本人の先祖観として、「近い先祖」の強調をあげる［注（2）参照］。
「近い先祖」とは、自分の記憶にある「故人」とみていいだろう。人々は「先祖/祖先」に
どのようなイメージをもっているのだろう。子孫は「崇拝」をしているのであろうか。 
藤井正雄によると、「祖先崇拝」は、「祭る者がやがて祭られる存在にかわることを原則
にしている。死者の霊は年忌をふるにつれて個別的な性格を漸次失って没個性化し、子孫
の供養を受けて浄化されて、一定時期を過ぎると――三十三年忌ないし五十年忌の弔いあ
げによって――祖霊化＝先祖となる特徴をもつのである」（６）とする［藤井 2007：187］。 
それぞれの世代が平均寿命まで生きると想定すると、三三回忌を行うのは息子ではなく、
孫である。だから、祖父母は自分を「弔いあげ」して「家のご先祖」にしてくる長男の孫
（嗣子）をかわいがった。ドーアはホトケとなった故人を「先祖ボトケ」と「近親ボトケ」
に分類し、この二種類を区別する基準を「記憶
．．
の濃淡
．．
」においた[鳥越 1993：34]。筆者は
この「濃淡」が世代間関係を考えるキーになると考える。 
ノラは、集合的記憶が「社会的なものから個人的なものへ移行すること」を「記憶の私
化」と指摘した。これに対して、ローウェンタールは「現代社会においては、過去との連
続性が失われ、過去は遠い異邦となり、その典型として、先祖は集合的記憶を共有するこ
とによって形成される「記憶の共同体」の成員ではなく、異邦人となったのである［片桐
2006：187-191］」とする。「異邦（foreign country）としての過去」という視点もまた世
代間関係におけるキーを提供する。 
核家族が“あたりまえの家族”となると、日常をともにしない別居の祖父母は「家族」
の範疇にいれない人たちもいる。後継ぎのいる家族であっても、回忌法要においては、故
人を偲ぶというより親族の近況報告に終始する傾向がみられる昨今である。個々において
家族をとりまく出来事が淡い記憶となり、過去との連続性が失われ、故人が「異邦人」の
ような感覚になってしまったら、もうおざなりの「供養」しかしてもらえない。 
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《人間関係 ―― 生前・死後、どちらを重視するか》 
生きている間だけの関係でいいか、死後もその関係が続いてほしいか。「死後にも人生
はある」と考える人はどちらも重視するであろう。身寄りのない人は、おおむね生前の繋
がりを重視する。子孫や甥姪との関係が円満だった人は死後も生前と同様にと願うし、家
族と早く死に別れた人は冥界での再会を信じる。場合によっては、生前うまくいかなかっ
た人間関係を死後は精算したいとして「別居」する人もいれば、逆に埋め合わせをしたい
として、同じ墓にはいりたい、あるいは、入れてあげようとする親族もいるであろう。属
性で大別すれば以下のようになるが、生前、死後、どちらの人間関係に重きをおくかで選
択する「墓」形態は異なってくる。 
属性①シングルでは、「戦争独身女性」のように、実家・婚家や親族の墓に受け入れて
もらえない人は、生前親しかった人と死後も一緒にいたいから、「安穏廟」や「桜葬」のよ
うな「個」の区画ではなく「合祀」タイプを望む。属性②子どものいない夫婦は、夫婦で
あることを強く意識し「夫婦は二世」を望むなら、「安穏廟」や「桜葬・家族区画タイプ」、
あるいは「久遠墓・夫婦墓」を求める。生前に二人で決定する場合と、寡婦/寡夫となって
から決めるのでは立地や仕様によって選択が変わってくる。残されほうが高齢になってい
くことを考えれば、お参りしやすい交通機関、バリアーフリー度などが選択の重要用件で
ある。属性③子どもが娘だけの親は、孫の代ぐらいまでは死後も関係が続くと期待してい
るので、「安穏廟」や「桜葬・家族区画」タイプである。属性④子どもに男子のいる親は、
逝く人にとっては、（「嫁」をもらった息子が自分の死後、「婿」に変更でもしないかぎり）、
子ども世代のメンバー編成に変更はないと思っている。次の世代も引き続き管理してくれ
ればそれに越したことはない。未婚の息子に強いて結婚を望んではいないので、生涯未婚
の可能性も考えると、さらに「合祀」してくる形態のほうが望ましい。どんな状況にも対
応する「安穏廟」のような形態なら安心である。 
生前、死後、どちらの人間関係を重視するか――死んだあとの人間関係を重視する人は、
誰の骨と一緒になるかに拘るわけだが、それは血縁でなく「結縁」でよい。時代を共有し
た人、思いを共有した人、集合的記憶を共有した人とともに眠りたい。 
 
《墓参りからの選択》 
・墓継承はどうでもいい 
・継承はしなくてもいいけれど、墓参りはしてほしい 
・墓参りはしてほしい 
これまでの「家墓」には、「墓守」と呼ばれた「継承者」がおり、継承者の墓参りは「任
務」といってもよかった。「墓参り」を指標として、あとを託せない人たちをみたとき、３
パターンが考えられる。「散骨」は「墓参りはどうでもいい」というパターンにはいる。 
属性①シングルの場合、子孫の墓参りは期待できないが、生前知り合った人がお参りを
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してくれることは望む。「安穏廟タイプ」「志縁廟タイプ」、どちらも生前知り合った人のお
参りは期待できるが、「安穏廟」の場合は、「個」の区画にわざわざ出向くわけだから、か
なりの親交を残しておかなければ期待は薄い。「志縁廟」は、例年の法要として、「みんな
の一人」としてお参りをしてもらえる。属性②子どものいない夫婦では、先に旅立った人
は残された配偶者がお参りをすることを前提にしている。属性③子どもが娘だけの親も、
属性④子どもに男子のいる親も、ともに、子孫・親族・友人の墓参りは期待している。 
つまり、「散骨」を志向する人以外は墓参りをしてほしい。「身内や知り合いにお参りし
てもらえてこそ供養」といった A さんの言葉は、どの属性にもあてはまる。 
 
（３）「継承者を必要としない墓」の特性 
《「有期限化」―― 「追慕の表象」の年限》 
「安穏廟」は管理者がいなくなった 13 年後には、「個」の区画から「廟」の頂きにある
「多宝塔」へとさらに合祀される。井上によると、「樹木葬」も「桜葬」墓地以外はある期
間を経ると「重複埋葬」されるという。それを人々がどう受け止めるのか、「有期限化」と
いう視角は、後継ぎのいない人の「墓」選択の重要なポイントである。 
「期限」は、人が「墓」に何を求めるかによって異なってくる。「超世代的連続」を願
う「家墓」ならば、文字通りの「永代供養」を望むが、継承者がいない場合、どの程度の
年限が必要とされるのか。残された家族がいる場合、遺族が故人を想起できる年月で測ら
れることになり、石碑や銘板は、それを「目印」として、故人がそこに居ることを確認す
る「想起のモニュメント」としての意味合いが濃くなる。「墓」には「追慕の表象」として
の機能も求められている。 
属性①シングルは、同時代を生きた同世代の想いの共有・共感、それが「生」の連帯と
して、大きな意味を占める。「死後の住処」というより「個」としての「生きた証」を求め、
「永久」に名前の残る形態を選ぶ。生きた証の「存続契約」でもある。属性②子どものい
ない夫婦は、きょうだいがいても高齢に向かうし、住まいが離れていることが多いので、
第一に考えるのは、残されたものにとっての墓の意味と価値である。そうなると、故人を
偲び、故人と語りあう、共に生きた時間を確認できる「追慕の表象」が欲しい。二人の「死
後の住処」でもあるだが、次世代がいないので「時効」つきの「住処」でかまわない。 
族性③子どもが娘だけの親は、「家」の名を残すことには拘泥しなかったが、娘の子や孫
との繋がりは期待しており、「追慕の表象」に重きを置く。「住処」としては、「期間限定」
でよい。その期間とは、生前の自分を知っている孫/曾孫あたりまでよい。孫が記憶してい
てくれることを期待すると、「弔いあげ」といわれる 33 年～50 年が「限定期間」といえよ
うか。属性④子どもに男子のいる親は、自分たち夫婦の「墓」を「追慕の表象」として子
孫に記憶されることは願っている。「死後の住処」を確保して子どもたちに心配をかけまい
とするので、継承は託していないが、といって全く期待していないわけではない。次世代
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が「集合体」という概念を有するかどうか。「継承できる非継承墓」だけに、子孫が継承で
きない事態になったときにどのような対処をするのか。「家族墓」としての側面もあるだけ
に、今後の展開が注目されるが、時間をかけて眺めないことには解らない。 
 
《脱継承化 ――「脱/非継承」と「双方/双系」》 
「合葬/合祀墓」を求める人は、「脱継承」志向かと思っていたが、「安穏廟」で確認した
「□□家先祖代々の墓」「□□□□家先祖累代」といった碑は、「超世代的連続」を願う「家」
の特徴を具現している。一般の家族墓なら「累代」を「単なる表現」と見ることもできよ
うが、「合葬/合祀墓」において「初代の祖」がこのような碑銘にするものだろうか。某所
からの「改葬」と推測するのが自然であろう。「家族墓」というと、一つの独立した墓石を
思いがちだが、団地やマンションに長いこと住んでいれば「死後の住処」も同じ感覚で考
えて不思議ではない。筆者はこれをミニサイズの「家族墓」とみて、系譜の連続性の希求
と「系統意識」をみる。 
何代も続く直系家族において「家墓」があり継嗣がいながら「合葬/合祀墓」にしたので
あれば、「脱」継承といえる。長男の妻が「夫の家の墓にはいりたくない」として自分だけ
「合葬/合祀墓」を望むのも「脱継承」である。しかし、「子どもがいないから」「娘だけだ
から」という理由は、「諦念」による「非継承」かもしれない。「安穏廟」にはいる J さん
は、「弟には息子が二人いるので親の墓は問題ない」と、「家墓」が無縁にはならないこと
をわざわざ付け足した。長男の立場にあり、子どもが娘だけの人たちの「弟に息子がいる
から」「家名は弟が継ぐから」といった発言からは「脱継承」志向にあるとは読み取れない。 
「今後の継承は自由」という「桜葬」墓地は、1 人区画より家族区画のほうがニーズが
ある。家族区画は、5 名タイプ（100 万円）と 10 名タイプ（160 万円）があるのだが、5
名タイプでは、父母を埋骨した後に自分たち夫婦がはいるとなれば、子ども一人分しか残
らない。10 名を想定する人は、この金額ならば小さな「家族墓」を買えるので、そちらを
考えるのではなかろうか。「桜葬」墓地購入者が「子どもたちが入りたいと言ったら、入れ
るんですよね」と念を押す人が多くあり」、「家族区画から早く売れていっていること」［井
上 2009：106］をどう解釈したらいいのだろう。 
「双系」か「双方」かもまた、建立時期だけをみては判定できないように思う。筆者の
聞き取りで、「他姓」となった三人姉妹が三夫婦一緒に妻方両親の墓にはいるという例があ
る。この人たちは「家名」には拘泥しないが「血縁の共同」は重視している。それも妻方
の血縁であるところが興味深い。娘に「婿」をとる考えのなかった人たちだから、「家名/
姓名（７）」の継承にはとらわれていないが、「血」の連続線は意識している。一墓所/一墓石
に二家名を彫る「両家墓（８）」などは、次代の継承者が誰かで「双方」か「双系」か、観念
の違いが解るだろう。連続性希求の有無を測る「脱継承/非継承」、「脱継承/脱家
・
名継承」
もまた、次世代の対処の仕方を見ていかないと識別できないのではなかろうか。 
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《共同化 ――「合葬/合祀墓」と「樹木葬」の選択基準》 
「合葬/合祀墓」と「樹木葬」の違いを「安穏廟」と「桜葬」墓地の２つだけで比較す
るのは皮相な見方かも知れないが、どちらを選択するか、その心理には「線引き」がある
ように思う。二者の大きな違いは「碑文」の有無である。「樹木葬」は「姓名」しか記せな
い。「碑文」を残すことに意味を感じるなら「安穏廟」のようなスタイルの墓である。一般
の「家族墓」においても、「家名/姓名」だけでなく、好きな言葉を墓碑に刻む傾向が広が
っているのは「生きた証」を「文言」で残したいと希望する人が増えてきた結果である。
石碑も風雪によって苔むしたり角が削れてきたりするが、「時代が経
た
つ」といってそれを尊
重する人もいる。「樹木葬」は、樹木の成長や衰退によって、大切な人を失ってからの歳月
を実感できる。選択基準は、「人工」と「自然」、どちらに「永遠
エターナル
」を感じるかという点で
は自然志向か否かという分け方ができるが、「共同墓」という視点では、“見た目”は全く
異なるが、志向する心理はほとんど同じではなかろうか。 
 
《脱墓石化 ―― 自然志向とされる「樹木葬」「散骨」の差違》 
「樹木葬」と「散骨」を「工業化社会がもたらした自然崩壊への反省を伴った自然回帰
であり、「自然という永遠性」が注目されている[井上 2009：108]」として、井上は両者を
「自然葬」に位置づける。筆者は「散骨」と「樹木葬」を「自然志向」という観点からで
はなく、「他界観」から分けて考えたい。「散骨」は、上の世代とも下の世代とも、配偶者
とも繋がりを志向しない、「個人化」の極みと捉える。「回帰」する先が異なるからである。
土中に骨を埋めるというと、年月を経て「土になる」と思いがちだが「焼骨」は形を失う
ことはない。「期限」という指標でみれば、「樹木葬」を求める人たちは有期限の「目印」
を求めている。朽ち落ちて誰のものか解らなくなるまでは「墓」として機能している、近
世の目当て石や木片の墓標に近い。 
「散骨（散灰）」は、山（９）へも行われているのだが、海への散骨は映像ではロマンを感
じさせられるため、テレビでは海への散骨ばかりを紹介し、人々は「散骨」といえば海を
思い浮かべる。いずこの海でも眺めるたびに故人を偲べることができるが、依存するのは
個々の「記憶」である。生者が記憶を忘却したら死者は「虚空」となる。一瞬で「個」が
大海に流れ去る「散骨」は、個人化、私化が加速度的に進行する「リキッド・モダニティ
［バウマン：2001］」を象徴するかのような葬法である。「散骨」は故人の遺志による遺族
の行為と思われるが、「樹木葬」は、故人、遺族どちらの選択によるのか、家族の墓制観を
測るポイントである。 
  
《「個人化」――「死後の個人化」との相関》 
「桜葬」墓地は、「個人」が所有する区画に遺骨を埋葬するので、他人の遺骨と交じる
ことはない。井上は「ゆるやかな共同性[井上 2009：108]」 というが、「骨が交じるのは
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イヤ」という現代人の感覚に応える、共同のなかの「個人化」である。 
他者の骨と交ることに抵抗感をもつ人がいるが、この感覚には感情的と生理的の２種類
がある。「土葬」の時代には、「家墓」でも先代の骨や土と混ざることがなきにしもあらず
であった。前者は、舅姑とうまくいかなかった「嫁」が夫の「家」の墓にはいりたくない
という話にみるように、人間関係に起因する。都会では死者は「骨壺」に納めるものと思
っており、「個室」に慣れ育った人たちは勉強部屋はもちろん、喫茶も映像鑑賞も「個室」
を好み、死後も個室に住むのを当然と思っている。後者はそういう感覚の人たちである。
「女の碑」の会員は集骨されることで「みんな一緒、一人じゃない」と思う。つまり、生
前の人間関係を大切に思う人は、「骨」が交じることで「一体感」を得る。「個人化志向」
にあっても、「個人」を超える「集合体」に意義を見出すからである。 
「個人墓」は死をもって一代限りの人生を完結した「点」の象徴である。「石柱」とい
う「表象」を残し、「散骨」の対極にあるようでいて、ともに「個人化」の極みといえ、そ
の精神性は限りなく近いのではなかろうか。どちらを選択するかは、志向の先にある死生
観・他界観と、生前の人間関係による。 
「桜葬」墓地は、「家」の墓ではなく「個人」を単位とした墓であり、希望者に夫婦が
多いことを井上は「個人化に対応」と述べた。「誰と一緒に入りたいか」という質問項目の
ある各調査（10）をまとめて、「配偶者」が１位を占めることを「できれば家族で入りたいが、
子どもを束縛するつもりはないので、夫婦で入ることにいちばん現実性を感じている」と
する[井上 2000：27]。これは「個人化」とは少々矛盾する話ではないのだろうか。「個人
化」をどう捉えるかだが、ベックは「集団や組織を前提としてライフスタイルを設計する
のではなく、その設計が個人個人の単位で行われるようになってきた傾向」という［ベッ
ク 1994：8］。「夫」と「妻」を「個人・個人」と捉えるか、「カップル」と捉えるか、傍ら
で連れ添う人の意向と一致しないときの対応が気にかかる。 
 
死後の自立 
井上は「死後の担い手を確保できなければ、「死後の自立」をしなければならない」と
して、「死後のことを生前に準備し、死後に家族や親族の力を借りずに滞りなくことが済む
ように、第三者に依頼する」ことを「死後の自立」と名付けている。「死後の自立システム」
として、「継承を前提としない墓」、「生前契約」「自然派志向の葬法」、さらには「死後の自
己決定権」や「遺言ノート」の必要性を説く［井上 2000：129-132］。 
しかし、死後の準備や墓の継承さえ他者に託さなければ「死後の自立」といえるのだろ
うか。死の直前直後は他者に依存しなくてはならない。せめて「死後は」という思いは募
るだろうが、生前に培った人間関係を損なわないための自立であって、「自立」と「孤立」
は違う。「死後までも自立しなければならないのか」と思う人もいるだろうし、「死後こそ
自立したい」と願う人もいる。それぞれの人生観・死生観に委ねられる選択である。 
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死後離婚  
「死後の自立」は「死後離婚」に繋がるのか。「家族の個人化」は、戸籍を「個籍化」
すべきという弁護士（榊原富士子など）もおり、国民背番号とあわせて検討される日も遠
くはないであろう。墓を「死後の住処」とするならば「鬼籍」も「個籍」になる。 
井上は先の調査結果から「夫や妻がそれぞれの意志を通せば、別の墓に入る可能性の高
いことを物語っている」とみて、「生前に夫婦であった者が、死後一緒の墓に入らないで、
墓を分けるこのような現象を「死後離婚（11）」」と表現する[ibiid.,34]。 
精神的には自立していながら心ならずも「扶養家族」であった専業主婦が死後は自立し
たいという気持ちは解らないではない。だが、夫を失った多くの人が夫を偲ぶ場所として
墓参に通うのであるから、共にはいるのを拒むには相応の理由があるはずである。永らく
別寝室で過ごしてきた夫婦なら、死んだら一緒にされることに違和感を覚えることだろう。
「合葬/合祀墓」の拡がりは、冥界にいる夫が知る由のない「死後離婚」の可能性を高める。
中高年になれば、子どもより夫婦の関係を大切にしようという傾向は強くなる。終末まで
「絆」を確かめ合う、それは素晴らしいことであるが、死後まで強い紐帯を望むとなると、
日々の何気ない言動にまで「人生のパートナー」としての資質を問われる。「夫婦であるこ
と」が“きつい”時代ともいえる。 
 
小括 ― 先行研究との整合性 
 森謙二と井上治代が提示した「墓」の新しい傾向――有期限化、共同化、脱墓石化のう
ち、「有期限化」と「共同化」は本調査全般に、「脱墓石化」は「桜葬」墓地においてのみ
いえる。「樹木葬」という言葉は人口に膾炙され、人々の間でおおむね好感をもって受けと
められているように見受ける。「重複埋葬」の有無は「有期限化」と関わってくる問題で、
「樹木葬」が拡がるかどうかは日本人の墓制観をみる物差しとなろう。 
森は、「墓地の最低使用期間を定めた方が、現在では現実的である」として「有期限化」
を容認する姿勢をとっており、「共同化」は、「安心ができる墓として期待される」とする
［森 2000：7］。本調査においても、「有期限化」は肯定的に捉えられており、「共同化」は
死後の安心の礎となっている。しかしながら、管理者ありての「有期限化」であり「共同
化」である。「「永代供養墓」を経営する寺院も皮肉なことに〈家〉によって承継されてお
り、〈家〉としての寺院が断絶するとすれば、「永代供養墓」そのものが無縁化する
［ibiid.,］」という危惧を抱えている。後継ぎを必要としない「安穏廟」３基と「杜の安
穏」30 基を管理する妙光寺の住職は、後継住職を公募しており、脱継承、双方化ならびに
「墓石がなければ〈無縁〉の問題も生じてこない」という矛盾に直面している。「非継承墓
といえども、「代替システム」の登場［井上 2000：111］とはいいきれず、「家」を受け皿
としなくても済むシステムが整えられているとはいいきれない側面を残している。 
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《「個」のお墓の近未来》 
「家」が受け皿となりえなくなったとき 
都会に進出して生殖家族をもった傍系の人々から、今日においても「郷里の墓にはいる」
とか「本家の墓にはいる」という話を聞くことができる。現在の後期高齢者はきょうだい
数も５人前後で、親族とのつきあいもほどほどにある。「合葬/合祀墓」を求める人の 1 位
がシングルではないということは、まだ「家」が受け皿となって、本家や長男家族が生涯
独身だった叔父叔母の埋骨を行っているのではないかと推測される。 
問題は、1955 年以降の「二人っ子」が人生の終盤を迎える 2030 年頃である。その頃は、
親族そのものが少なくなる。人口は減少し『おひとりさま』[上野 2007]が増えていくとな
れば、納めてくれる縁者がいるかどうか。『山谷でホスピスはじめました』[山本 2006]に
は、施設が関与する墓地があるにもかかわらず、遺骨を区役所に委ね、「無縁仏」にしてほ
しいと遺言した人がいた。親族と格別の軋轢を起こした人でなくても、死生観によっては、
納まる場所はどこでもよく、「措置」だけを望むという人も出てくるのではなかろうか。 
森は、行政が管理する「共同墓」の必要性を説いている。「継承者が確保できない墓を
「無縁」として処理する法制度も現在では限界にきている。家族のあり方が変わった今、
誰もが無縁になる可能性があり、一定規模以上の墓地に埋葬された場合は、無縁の墓とし
て改葬するのではなく、墓地の中にそのような人々を埋葬する共同墓をつくればいいので
はないか。（略）地方自治体や墓地の管理者が、期間を決めてきちんと祀り、最終的には土
に還すような仕組みを構築できれば」と述べ、都会で暮らす独居高齢者に対しても「出身
地の自治体などが埋葬場所を用意すること」を説いている［森 2009：60-61］。 
30～40 年後を見据えたとき、検討に値する提案と思うが、果たして、無縁墓に対して、
現在、問題意識をもっている地方自治体がどのくらいあるだろうか。 
 
墓・仏壇以外の供養法 ――「手元供養」と「本山納骨」 
 日本の位牌調査をしたロバート・J・スミスは、各地で「客仏」の存在を確認した。「家」
制度の時代においても、「嫁」の心情に配慮し、婚家の仏壇に実家の親の位牌を「客仏」と
して祀ることを許した地域もあったのである［スミス 1983：160］。夫も妻も「自分の先祖」
を同等に意識する夫婦家族において、もはや、妻の亡親は「客」ではない。 
「現代仏壇」という名の仏壇も登場し、リビングルームに溶け込める洋風デザインが人
気であるが、都会のマンションではそのスペースさえままならない。お墓が遠い、高齢で
日々の墓参が困難になってきた、仏壇は直系の兄が管理しているので頻繁にお参りできな
い、という人は多い。そういう場合には、お骨をオブジェやペンダントにして身に付けた
り、写真や花を飾るコーナーに置いたりできる「手元供養」という方法がある。販売元・
博國屋のアンケート調査によると、上位３つは、「故人の一部である遺骨は仏壇や位牌より
身近に感じられる」「そばに置いてあげたかった」「いつも一緒にいる感じがいい」とある
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［山崎 2007：51-52］」。文字通り「手元」で供養できる大きさなので、位牌代わりとして
一考となろう。 
 対極に、「本山納骨」という考え方がある。各宗派の本山寺院に「合祀」することをいう
のだが、開祖の眠るそばに納骨でき、納骨料（お布施・志納金）が安く（一部の寺を除き
2 万～10 万円ぐらい）、年間管理料や寄付を求められることはなく、必要に応じては法要を
してもらえる[ibid.,154-160］。 
「手元供養」が「死の個人化」を表象するとすれば、「本山納骨」は「集合体」の頂き
に開祖を置くという考え方である。「個」として「形」をもって祀られることを望まなけれ
ば、合理的で経済性にも優れた方法といえよう。 
 
バーチャル供養空間 
ニーズに合わせて「墓」を選べる時代になった。故郷の墓は過疎化し、都会の墓は過密
化へ二極分化していく。形態や埋葬場所が変わっても、墓が「死後の住処」であり、「生き
た証」であると人々が認識するかぎり、「墓」は無くならない。墓を「住処」とする発想は、
コンピュータの進化とも関連しているように思える。３D 映像やインターネットの仮想世
界が日常に入り込み、バーチャル/リアリティの境界がますます解りづらくなっているから
である。ボタンを押すと故人の遺影が浮かび、声まで聞こえてくる納骨堂があったり、ノ
ートパソコンに自分たちの墓を呼び出せるシステムを導入する寺院もあるご時世である。
そのうち、携帯電話の「バーチャル墓」に指先を触れて、お水やお線香を上げ、「供養」を
してくれる「孫」が出てくるのではなかろうか。 
 
Ⅴ おわりに 
 
１. 1997 年と 2009 年の違い 
「個人化する家族［目黒 1988］」が現代家族のキーワードとなって 20 年以上たつ。80
年代から晩婚・晩産、生涯未婚、ディンクスなどが増え、出生率は人口置換水準である「2」
を下回り続け、離婚率は上昇の一途にある。人口減少社会の到来を受け入れざるをえない
今、墓の位置づけ意味づけを再検討する時期にある。 
1997 年、『お墓がない』という映画が松竹より公開された。宣伝文句は「死ぬほどお墓
が欲しいのよ」である。ストーリーを簡単に紹介すると、主演の岩下志麻は、役の上でも
“世紀の大女優”で、世間には隠しているが、実は“みなし子”で、お墓がない。彼女は、
あるとき不治の病にかかったと誤解し、“老婆”に扮装していろいろな形態の墓を見学に行
くのだが、どれもお気に召さず、そのうち「人の心に住み続けていればいい」と達観し、
女優の立ち位置に戻り、多くの人にとって忘れられない存在になろうとする。運転手付き
のロールスロイスを有し豪邸に住んでも、「お墓がない」のがどんなに不安かを面白おかし
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く描いた映画である。筆者が前回調査した年にこのような映画が制作されたのを偶然と思
っていたが、全国各地で後継ぎのいらない墓が次々と造成されつつある、この時期ならで
はのテーマだった。 
1997 年と 2009 年の調査を比較したとき、「合葬/合祀」墓を志向する人たちの「想い」
はそう変わりはないように感じた。変わったのは継承を必要としない墓の形態と数である。
全国的にみると、当時は「散骨」が話題になっていたが、「樹木葬」は存在していなかった。
80 年代後半には 4 箇所だった「継承者を必要としない墓」は、仏事ガイド編集部によると、
500 カ所以上にのぼる［『永代供養墓の本』2005 六月書房］。 
90 年代までは、比叡山「久遠墓」に見るように、「形」を残すことで逝く人は満足した。
「所有」に対する価値をもっていたからである。だが、今回の調査では増設されるような
気配は感じられなかった。「安穏廟」や「桜葬」墓地はニーズに応えてどんどん増設中であ
る。「志縁廟」は申し込み希望が絶えないが、定員を超えてしまった。「久遠墓」が考案さ
れた当時と、形態が多様化した現在では、選択基準が変わってきているのかもしれないが、
「時代の証人」が傍らにいない、「点」として存在するだけであれば、「石柱」に執着する
傾向は薄れていくのではなかろうか。 
「安穏廟」「志縁廟」、２つの調査で特筆したいのは、人々の意識の変化である。〈フェ
スティバル安穏〉がその名の通り〈お祭り〉になった。集まる人々は二人連れが増え、女
性同士はもちろん、夫婦が連れだって訪れるようになったことが一番の変化であろう。D
さんの夫のように、参加に乗り気ではなかった人が死と向かいあうようになってきたとい
うことだろうか。  
井上の 90 年代末の調査では、人々は生前の集いをさほど求めてはいなかった。筆者が
前回訪れたときも、交流を求める人とそうでない人が半々のように感じたものだが、今回
は、あきらかに違う。連れだって来たのではないと思われる多くの人たちが「じゃあ、ま
た来年！」と声をかけあってバスを降り、それぞれに散ってゆく。 
「合葬墓」「合祀墓」「共同墓」と呼ばれる「継承者を必要としない墓」への認識は変わ
った。I さんは「「杜の安穏」に間に合ってよかった」と言っている。C さんが、「知人の
なかには、『子どもさんがいるのに、どうしてそんなところに』と、哀れんだり不思議がれ
たりする」と語っていたが、存命であったら今の様子をみて、何と語ったことだろう。 
「志縁廟」で会った L さんも M さんも、そこにはいることへの惨めな様子は微塵もな
い。12 年前に前住職の話をきいたときには、時代の通念を引きずる“行かず後家”“出戻
り”“未亡人”と呼ばれる人たちの「拠」であったが、定員を超え、はいりたくてもはいれ
ない人が続出している今、「納骨会員」であるのは「優越」である。マスコミの伝え方にも
変化が起きているのだろうが、人々の「合祀」への感覚は変容している。常寂光寺が京都
の数ある寺のなかでも品格ある“ブランド寺”で、「安穏廟」が“全国区”の知名度を有し
ていることを外して考えるわけにはいかないが、「おひとりさま」がマイノリティではなく
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なり、同情や偏見がなくなったことが背景にあるとみる。 
息子に「墓」の継承を託さない傾向は、「家」制度の時代はもちろん、高度成長期頃に
は想定できなかった現象であるが、特徴的なのは、今後の成り行きに「自由度」を残して
いることである。「子どもたちが一緒にはいりたいのなら、それも自由」というのは、今の
成人子親子関係を象徴している。 
 
筆者にとっての墓 
 最後に、筆者・「私」にとってのお墓の意味も書かねばなるまいと思う。幸いにも「家」
の墓にはいることを親族から承認されており、「死後の住処」を案ずることはない。これま
での人生における一時期を共生した「親しい人」とともに眠れるという確約が生の安寧と
なる。親しい人とは、自分を慈しんでくれた曾祖父母、祖父母、そして亡き父と弟である
（母は健在）。だから、「死後の住処」は他であってはならない。定位家族（family of 
orientation）しかもたない「私」にとって、「近い先祖」は生前も死後も重要な存在であ
る。直系の「家」に生まれ、四代をしっかりと記憶に焼きつけながら見送った。「私」にと
って、「墓」は、先祖崇拝や故人追慕だけではなく、時空を超え「集合体」の一員となれる
場所である。待っている人たちがいる、そう思うとき、死は親しみのあるものとなる。 
 
２.結――墓ありての「自由」 
「自己決定権」という言葉が医療の世界などでさかんに用いられるようになったが、その
発想を死後に持ち込んだのが、自分で自分の墓を買う志向である。「個人化」を是とするか
非とするかはともかく、「合葬/合祀墓」は「個人化」志向と重なるところが多い。これま
でにみてきたように、「墓」をとりまく状況には現代社会の課題となるキーワードがちりば
められている。「墓」は、「死後」の問題のようで、「今」の社会意識を探ることともいえる。 
あとを託せない人に共通しているのは、｢生｣を見据えて「死」と向かい合い、「死後」
を他者に委ねようとしない精神であった。みずから描いた死後の人生に生前との「同一性」
を求める、リキッド・モダニティにおいて、ソリッドなアイデンティティの人たちといえ
る。 
「葬送の自由をすすめる会」は、90 年代、「散骨」による〈墓からの自由〉を標榜した。
しかし、近年は「墓に入る自由も含みつつ、「墓に入らない自由」を認めよ」［西俣 2009：
26］というふうにトーンが変わってきている。散骨が話題になった時期には「墓無用論」
が叫ばれたが、大きなうねりとはならず、人々は「自分らしい墓」を求めている。 
筆者が出会った人たちは、「墓」を得たことで、さまざまな自由を獲得している。立地
選択、形態選択の自由、撤去・移動の自由、継承の自由。子どもの人生を拘束しなければ、
自分の人生も自由でいられる。生前だけでなく、死後ものびやかに生きられる
・ ・ ・ ・ ・
のである。 
「墓」は、「存在証明」「自己同一性」「自己認知」と訳される、多様なアイデンティテ
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ィの「集合体」である。生の充足、満足、精神の安寧、安定、安心を与え、それらが死へ
の恐怖を凌駕する。これは、継承者を必要としない「合葬/合祀墓」に限ったことではない。
代々受け継いできた墓さえも、視座を変え、発想の転換をすることで「重石」ではなくな
る。「墓」が精神の自由を獲得する。 
＊ 
本稿では、あとを託せない人/託したくない人に照準して、「個」にとっての墓の意味と
位置づけを考えた。現在は「一人身」であっても、それぞれの「私」の背後にかつては「家
族」がいた。考えるべきは、「墓」が求められる背景にある家族の関係である。 
NHK テレビ「夕どき」によると、生前墓は 2001 年 6.1％から 2006 年には 12.3％に増加
している。全国優良石材店会長吉田剛氏は、「人々の意識は、死者供養の塔から生きた証・
家族の絆へ変わりつつあり、今後、オリジナルな墓が増えていくのは間違いない」と述べ
ている［2009/11/11 放映］。 
このように、「家族の絆」は、マスコミでもキーワードとして頻繁に取り上げられるが、
この言葉は、「強い/弱い」「硬い/脆い」などと表現され、絆の両端が存在することを前提
にしている。少子・非婚・長寿の時代、親一人子一人の関係になれば、片方が欠けたとき、
強い紐帯であればあるだけに、紐先の幻影を求めてさまようことになる。「死後の自立」も
「晩年の自立」も蓋然ではなく「必然」として真剣に考えてなくてはならない。 
「墓」はそれぞれの「家族/親族」と「個」の来し方行く末を映し出す。それぞれの「私」
が「墓」の意味を問う、それは今ある「生」を問うことになる。「これまで」の生は検証で
きても、「これから」を構築できなければ、問うこと自体が虚しい。 
今回浮かびあがってきた子孫にあとを託さない考え方については、「家名」との連関も
含めて、「系譜の連続性」と「脱/非継承」の相関を次稿（12）において述べたい。 
 
注 
（1）フリードマンは、祖先崇拝の概念規定に関して、domestic level と lineage level をた
て、前者を情緒的ないし感情的レベルでの先祖、いうならば「近い先祖」、後者を系譜
的・相続的レべル、いうならば「遠い先祖」を指すとみて、今日の日本の祖先崇拝の甚
だしい特性は「近い先祖」の強調であり、同時に「遠い先祖」の後退であるとする［藤
井 2007：187］。 
 
（2） 井上は、日本の家族や親子関係の変化を研究する場合、「系譜意識の有無を表現できる
「双系」と「双方」の語を、意識的に使い分けることが必要」とする。「父系、母系、
その両方の「系統をたどる」という意識がしっかりとある場合」は「双系」、「何代もた
どって自分はどういう系統に属しているかなどといった意識がないか薄く、自分と配偶
者の「親や祖父母」ぐらい、つまり自分がこの世で知る限りの範囲でそのつながりを意
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識するという状況」には「「双方」的の語を使用している」［井上 2005：28-29］。 
 
（3） 2006 年、小川英爾住職が後継住職を公募していることが「天声人語」に掲載された。 
「住職を公募する寺が仏教界で話題を呼んでいる。合祀墓「安穏廟」のある新潟県巻町・
妙光寺住職・小川英爾さんの子どもは娘４人で、それぞれに好きな道を選ばせ、後継者
を全国から募集した。「お寺は世襲と決めてかかる必要はありません」と述べている」
［朝日新聞（朝刊）2006/3/19］。 
 
（4） コンボイ（convoy）は、アメリカの文化人類学者プラースの著書に由来するが、森岡清 
美講演の「死のコンボイ経験世代の戦後」によって周知された。「Associates 接触者た
ち、つまりいつかどこかでたまたま出会う人々に対して、一般的に consociates 関与者
たち、つまりある期間にわたりある程度の親しさを保つ人々、と呼んだものを、人生行
路の発想になじみやすいコンボイの語でとらえなおしたのであった」［森岡 1990：2-3]。 
 
（5） 集合的記憶と歴史に違いについて、アルヴァックスは、「空間的な範囲として、歴史が 
典型的には国家の歴史であるのに対して、集合的記憶は、家族や地域社会のように、国 
家より規模の小さな集団に見られる。時間幅の違いは、歴史がマクロな物語であるのに 
対して、集合的記憶はミクロな時間幅をカバーするという点に求められる」とする［片 
桐 2003：126］。 
 
（6） 宗派によって異なり、浄土真宗はこのような捉え方をしない。 
 
（7） 超世代的連続」を願う「家」観念にもとづく継承志向があるとみたときに「家名」、単 
に「姓（苗字）」を引き継いだだけと捉えている場合は「姓名」とし、両者を意識の中 
で峻別していない状況を「家名/姓名」と記載する。 
 
(8) 二家族の一墓所ないし一墓石の共有が多いため、一般には「両家墓」などと呼ばれる。 
墓石に三家名、四家名が刻まれている墓もあり、それらを総称するときは「複数家族墓」 
を使用[ 井上 2003：125,(注)188］。筆者の「両家墓」ならびに「双系/双方」の 解釈に 
ついては別稿（注 12 参照）において「家名」との連関で詳述したい。  
 
（9） 散骨場所の選定において「公序良俗に反しない場所」がどこかは論議の的となる[葬送 
の自由をすすめる会編 1994]。「樹木葬」については、森謙二の追跡調査によれば、葬儀
社などがサイドビジネスとして安易に行い、木の根もとに骨を撒き土をかぶせただけで、
翌年には表出するような状況もあり、地域住民との間で問題になっている。 
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（10）1998 年「墓地に関する意識調査」（厚生科学特別研究事業）の「墓に誰と一緒に入りた
いか」（複数回答可）では、配偶者 70％、子ども 41％、先祖代々26％、自分の両親 25％、
配偶者の両親 10％。1998「墓地に関する意識調査」（厚生省委託）では、先祖代々…男
性 30％、女性 22％。配偶者…男性 68％、女性 72％。1990 年総理府調査「墓地に関する
世論調査」における、「一緒に入りたい人」では、自分の両親…男性 61％、配偶者の両
親 36％。1993 年東京都「都政モニター」の「誰と一緒に入りたいか」では、「配偶者」
…男性 44％、女性 51％。1994 年ライフデザイン研究所「現代人のお墓に対する意識」
では、「自分の実家の墓に入りたい」男性は 49％、それに対して女性は「夫の実家の墓
に入りたい」は 23％。女性たちの支持がもっとも多かったのは「夫婦で購入」が 43％。
一方で、「自分の実家の墓」を希望する女性は 14％（「夫と一緒」6.9％、「自分だけで」
7.4％）で、さらに「夫とは別に」と考えている妻は 13％、「自分の実家の墓に自分だけ」
が 7.4％、「自分専用のお墓や納骨堂に」が 5.3％である［井上 2000：25-32］。 
 
（11） これは井上の造語で、「同じ言葉を別の意味で使うことがあるので、おことわりしてお 
きたい」とし、「他家に婚出した娘が死去したとき、生家で葬儀を行ったり、遺骨を引
き取ったりする「帰葬の習俗」を「死後離婚」ということがある［井上 2000：34］」と
記述する。「帰葬の習俗」については、森謙二 1987「『死後の離婚』＝帰葬の習俗につ
いて」を参照されたい。 
 
（12） 千葉大学大学院人文社会科学研究科『人文社会科学研究』第 21 号（2010 年 9 月刊）に 
投稿を予定している。 
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